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総 務 建 設 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和６年１１月２５日（月）午前９時５９分 開会 

               午後４時 ４分 閉会 

 

１．場所 

  ３０１会議室 
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  委 員 長 野 口  博   副委員長 南 野 直 司   委  員 藤 浦 雅 彦 

  委  員 安 藤  薫   委  員 三 好 義 治   委  員 塚 本  崇 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 嶋野浩一朗  副市長 山 本 和 憲 

市長公室長 平 井 貴 志 総務部長 石原幸一郎 

建設部長・道路交通課長事務取扱 永 田  享  消防長 松 田 俊 也 

総合行政委員会事務局長 溝 口 哲 也  総務部理事 丹 羽 和 人 

消防本部次長兼消防署長 幸 田 英 基 

市長公室副理事 森 川  護  同室副理事兼秘書課長 川 西 浩 司 

総務部副理事兼防災危機管理課長 辻  稔 秀 

消防本部副理事兼警備課参事 林  州 次 

広報課長 辻  亮 輔  政策推進課長 有 場  隆 

人事課長 松 本 泰 洋  人権女性政策課長 末永美由紀 

資産活用課長 浅 田 明 典  総合行政委員会事務局次長 下 郡 光 礼 

消防総務課長 大 藪  忠  予防課長 大 坪 孝 志 

警備企画課長 角 田 哲 志  救急救命課長 小田原利博 

警防第１課長 樋 口 大 輔  警防第２課長 小 西 智 文 

政策推進課参事 寺 田 荘 史  同課参事 垣 本 和 宏 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 荒 井 陽 子 同局次長代理 香 山 叔 彦 

 

１．審査案件 

  認定第１号 令和５年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 
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  認定第５号 令和５年度摂津市財産区財産特別会計歳入歳出決算認定の件 
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（午前９時５９分 開会） 

○野口博委員長 ただいまから、総務建設

常任委員会を開会いたします。 

 本日の委員会署名委員は、安藤委員を指

名します。 

 それでは、先日に引き続き、認定第１号

所管分の審査を行います。 

 質疑に入ります。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 それでは、順次質問させ

ていただきます。１５点ほど予定をしてい

ますので、お願いします。 

 １番目、人事管理事業です。 

決算概要４２ページ、人事管理事業で、

職員育成・行動基本計画の目指す職員像と

一致する人事評価、いわゆる能力評価の項

目に変更を行ったとなっていますので、そ

の内容について、お願いします。 

 ２番目、階層別能力開発事業、それから、

職種別能力開発事業、また、組織課題別能

力開発事業で、決算概要４４ページに載っ

ています。三つの事業について取り組まれ

ていますが、詳細は事務報告書に記載があ

りまして、令和５年度での実施効果、概略

等について、説明をお願いします。 

 ３番目、公益通報制度についてです。決

算概要４４ページになりますが、表現等の

問題で、この公益通報制度が、問題視をさ

れました。本市では、公益通報外部窓口業

務等委託料として、４０万３，７００円が

決算額となっております。この公益通報制

度はどのようになっているのかについて、

御答弁をお願いします。 

 ４番目、シティプロモーション推進事業、

決算概要４８ページです。シティプロモー

ション戦略は、令和元年度に作成をされま

して、そして、令和２年度より運用が開始

されました。令和５年度で４年目となって

いますが、中身は事務報告書に書いていま

すが、進捗状況等について、担当課として

どのように評価されているのかを御答弁

ください。 

 ５番目、ふるさと応援寄附金推進事業に

ついてです。決算概要４８ページ、ふるさ

と応援寄附金業務委託料として７９５万

５，３８３円の決算額が上がっています。

ふるさと納税の寄附金総額はどれぐらい

になるのかを御答弁ください。 

 それから、６番目、鳥飼まちづくりグラ

ンドデザイン推進事業、決算概要５２ペー

ジです。鳥飼まちづくりグランドデザイン

推進事業で、令和４年７月に策定をされた

鳥飼まちづくりグランドデザインに基づ

いて、実現に向けた取組が進められてきま

した。実現するための進め方で重要なのは

協働になりますけども、そのために、住民

や地域活動団体が中心となって、何回もワ

ークショップを行いながら、進められてき

たと思います。令和５年度では、協働がど

れほど進んできたかについて、担当課とし

ての評価を述べてください。 

 次に、７番目、淀川河川防災ステーショ

ン等整備促進事業、決算概要５２ページ、

です。令和５年度に説明会を実施されてい

ます。そのことも踏まえまして、令和５年

度における進捗の状況をどのように評価

されているかについて御答弁ください。 

 ８番目、男女共同参画推進事業、決算概

要５６ページです。第４期摂津市男女共同

参画計画推進管理シートを作られている

と思いますが、そういう管理をしっかりさ

れていることについては評価をしておき

たいと思います。その中で、各種審議会等

への女性の参画率、それから、採用した職

員に占める女性職員の割合、そして、管理

的地位を占める女性職員の割合、これは、
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先日も議論になりましたけども、男性の育

児休暇取得率について、令和５年度ではど

のように評価をされているのかを御答弁

ください。 

 ５番目に、府知事及び府議会議員選挙事

業、決算概要６６ページになります。この

中で、投票立会人の報酬が１４２万７，５

００円とされています。これは、自治会な

どから選出をされております。報酬を時給

にするとどれぐらいになるのかを御説明

ください。 

 次に、１０番目、常備消防費について、

決算概要１２８ページになります。事務報

告書では、令和５年度９９名体制となって

いますけれども、欠員等を入れると、実際

は何人体制でやられているのかです。また、

消防隊を４隊体制にされていると思いま

すけれども、業務が大分増えてきている中

で、人員配置について、担当課としての評

価をお聞かせください。 

 １１番目、指令・通信事業、決算概要１

３０ページです。令和６年度より広域の通

信業務を始めるに当たりまして、令和５年

度より仮運用をスタートされています。ト

ラブルなくやられているかと認識してい

ます。我々も、見学に行かせてもらったり、

その実態は確認をさせてもらってはおり

ます。想定の範囲内で運営はされていると

思いますが、改めて、令和５年度に仮運用

をした部分について、どうであったのかを

御答弁ください。 

 １２番目、消防水利整備事業、決算概要

１３０ページになります。防火水槽につい

て、耐震工事が必要なものが以前にあった

と思います。なかなか財政的に厳しいので

先送りされてきたと記憶をしているわけ

です。事務報告書に記載がありますが、そ

こに数値が書かれていないので、一度、令

和５年度でどれぐらい耐震が終わったの

かを聞いておきます。 

 １３番目、応急手当普及啓発活動事業、

決算概要１３２ページになります。令和５

年度で大分増えたように聞いています。そ

の辺の実態も踏まえて、令和５年度の実績

を御答弁ください。 

 １４番目、住宅用火災警報器の設置等に

ついての状況です。状況調査について、行

政経営戦略には、住宅用火災警報器や設置

状況調査を行い、設置の促進及び維持管理

について啓発活動を行うことで、市民の防

火意識を向上したいと書いています。実際

のところ、その実績について、どうであっ

たのかを御答弁ください。 

 最後１５番目です。消防設備の点検につ

いて、本市の消防本部ホームページです。

違反建築物公表制度に該当する重大な消

防用設備未設置の防火対象物を１件公表

し、引き続き改善するように指導している

ということでございます。どのような内容

の改善命令になったのか、それから、住宅

用火災警報器の設置状況調査のために１，

０７９件を訪問されたとなっています。改

善、取替指導を行ったものの件数とその内

容、その後の経過も含めて、令和５年度の

実績等について御答弁ください。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本課長。 

○松本人事課長 まず、質問番号１番、人

事評価でございます。 

 令和３年度末に職員育成・行動基本計画

を策定し、運用しております。その際、人

事評価は変更をしておらず、乖離が発生し

ておりました。これを令和４年度に１年か

けて、ＰＴで議論を行いまして、令和５年

度下半期から計画に沿った人事評価の項

目に変更をしております。 
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 大きな変更といたしましては、コンプラ

イアンスの項目を加えております。これは、

職員育成・行動基本計画の土台にコンプラ

イアンス基本方針があるということで、そ

もそも我々地方公務員は、大前提として、

法令を遵守し市民の信頼を高めなければ

なりません。当然備わっていなければなら

ない項目も、あえて評価項目に入れること

で、その意識を高める狙いがございます。 

 続きまして、質問番号２番、三つの事業

の研修についてでございます。 

 委員がおっしゃいますように、詳細は事

務報告書に記載のとおりではありますけ

れども、質問番号１の質問でもございまし

た職員育成・行動基本計画では、それぞれ

の職員には、業務遂行、コミュニケーショ

ン、指導育成、政策形成といった求められ

る能力や、コンプライアンスを規定してお

ります。その求められる能力を補うため、

あるいは、伸ばすための各種研修の実施と

なります。 

 新たに実施しております労務管理研修

は、管理監督者として安全配慮義務が課せ

られております。これまで、弱い部分であ

った病気休職者への対応を含めた研修と

して追加しておりまして、上位職位の職員

から順次研修を実施しております。また、

係長昇任から２年間は、特に重要な時期と

考えております。したがいまして、この時

期に例えば、新任課長には部下育成や段取

り力、あと、人事評価研修を、それぞれ実

施しております。効果が測りやすいといい

ますか、庶務実務研修につきましては、総

務課、財政課、会計室の職員が講師となっ

て実務を学ぶ研修を実施しておりまして、

物事を基本から学ぶ内容となっているこ

とからも、職員の身になっているものと考

えております。 

 続きまして、質問番号３番、公益通報制

度についてでございます。 

 この制度は公益通報者保護法に基づい

て、市職員の職務に係る法令の遵守及び倫

理の保持、市政運営に係る適正の確保に資

することを目的として、内部通報制度を設

けております。具体的には、市についての

法令違反行為や公益に反し、または公正な

職務を損なうおそれのある行為を、市に通

報できる制度となります。 

 通報者の範囲としては、市職員、指定管

理者及び市からの業務委託事業者の従業

員等々となります。 

 通報窓口は、内部として人事課で外部と

して公益通報対応業務担当弁護士があり、

決算書に記載の委託料は、この外部公益通

報窓口に係るものとなります。 

 なお、法改正によりまして、実名による

通報から、匿名による通報も可能としてお

ります。 

 通報の流れとしましては、通報がありま

したら、受理を行い、調査を開始します。

調査が終わりましたら、是正措置等を行っ

て、必要に応じて通報者のフォローアップ

を行うという流れになります。特に、気を

つけなければならない通報者が通報を行

ったことに対して、免職や降任などの不利

益を受けないように、規則にて定めており

ます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 辻課長。 

○辻広報課長 質問番号４番、シティプロ

モーション戦略についてお答えします。 

 シティプロモーション戦略の目的とし

て、一つ目、産官学民連携による魅力発信、

魅力づくりにより、市民の摂津市への愛着

や誇りを醸成すること、二つ目、摂津市の

認知度や、イメージを向上し、協働人口を
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増加させることを掲げておりまして、市民、

企業、団体、大学などと連携し、本市の魅

力づくりを行い、シティプロモーションサ

イト「＆ｓｅｔｔｓｕ」やＳＮＳを活用し

た情報発信、イベントの開催などを行いま

して、展開をしてきております。 

 このシティプロモーション戦略におき

まして、令和７年度を最終年度とします四

つの目標値を設定しておりまして、ホーム

ページアクセス数につきまして、月平均４

０万８００という目標値に対しまして、令

和５年度に４２万６１５８となっており

ます。また、ＳＮＳ利用者数につきまして、

５，０００という目標値に対し、令和５年

度に３万３，７１９となっており、いずれ

も達成をしております。 

市外住民のブランド要素の認知度、市外

住民の摂津市への来訪経験の二つの目標

値につきましては、次期戦略策定時のアン

ケート調査において、達成状況を確認する

こととしております。 

 続きまして、質問番号５番、ふるさと応

援寄附金についてお答えいたします。 

 令和５年度に株式会社さとふるへ、ふる

さと納税ポータルサイトに係る委託料７

９５万５，３８３円を支出しておりまして、

寄附金額の総額につきましては５８０件

の御寄附をいただき、１，８１４万８，０

００円でございます。令和４年度に比べま

して６１件、５５０万２，０００円の増と

なっております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 寺田参事。 

○寺田政策推進課参事 ６番目、令和５年

度ではどの程度、協働が進んでいるのかと

いう御質問だったと思います。 

 鳥飼まちづくりグランドデザインを実

現していくための進め方においては、協働

は、委員がおっしゃるとおり、重要なキー

ワードだと思っております。重要なキーワ

ードであるからこそ、協働のまちづくりは、

一朝一夕に進むものではないとも感じて

おります。 

 淀川わいわいガヤガヤ祭では、鳥飼まち

づくり応援隊を結成して盛り上げていた

だいたり、南摂津駅前では、にぎわいのイ

ベントを開催していただいたり、今年度実

施した鳥飼ワン！ぱーく万博では、令和５

年度から進めている淀川河川敷のにぎわ

いに関するワークショップのメンバーが

中心となった実行委員会をつくっていた

だいて、そこが主体となって実施しており

ます。 

 このイベントも一緒に河川敷を盛り上

げようという仲間がいなかったら、成立で

きなかったイベントとなっております。こ

のように鳥飼まちづくりグランドデザイ

ンを、今、進めている中、鳥飼まちづくり

グランドデザインに賛同して、協力してく

れる方も出てきております。協働のまちづ

くりに向けては、今そういった仲間を増や

している段階だと感じております。 

 続きまして、次、７番目、河川防災ステ

ーション等整備促進事業の令和５年度の

進捗についてです。先日、塚本委員への御

答弁で申し上げましたように、令和５年５

月２１日に、国との合同で住民説明会を開

催しております。用地買収につきましては、

国と連携しながら、関係地権者の方との交

渉を進めているところであります。避難所

の在り方に関する調査・研究につきまして

は、令和５年度は、防災危機管理課となっ

ております。鳥飼地区まちづくり担当とし

ましても、令和４年度同様に、障害者をは

じめとした避難行動要支援者の方々や多

様な人のための避難に関する検討を行っ
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ておりまして、災害時避難行動要支援者に

対応した避難所の在り方の指針案を、防災

危機管理課と一緒になって取りまとめを

行っております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 末永課長。 

○末永人権女性政策課長 質問番号８番、

男女共同参画推進事業の進捗管理シート

に関する御質問のうち、各種審議会等への

女性の参画率の評価についてお答えいた

します。 

 令和５年度の各種審議会等への女性の

参画率は３４％で、前年度と比較して、ほ

ぼ横ばいとなっております。委員会数に対

する女性の参画数を見ますと、９１．３％

を占めており、ほとんどの組織に何らかの

形で、女性の参画があると認識をしており

ます。また、市の審議会等への女性の積極

的な参加に向けて、女性人材登録制度を設

けております。男女共同参画センターで実

施しているウィズせっつカレッジにおい

て、男女共同参画の視点を持った活躍でき

る人材を育成し、その修了生のうち、８名

が女性人材リストに登録をされました。 

 さらに、この女性人材登録リストを各課

に情報提供したところ、２名の登用が報告

されております。これにより、一定の効果

はあったのではないかと、考えております。 

 また、人材登録につきましては、名簿の

周知を含めて、今後も引き続き積極的に啓

発を行ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本課長。 

○松本人事課長 それでは、質問番号８番

の中で人事課に係ります部分にお答えい

たします。 

 まず、採用した職員に占める女性職員の

割合ですけれども、令和５年度は７３．

７％でありまして、令和４年度と比較して

２６．５ポイント増加しております。管理

的地位に占める女性の割合は、令和５年度

は２０．６％であり、令和４年度と比較し

て０．１ポイント増加しております。 

 男性職員の育児休業取得率は、令和５年

度は６０．７％であり、令和４年度と比較

して２６．２ポイント増加をしております。

いずれの項目も、令和５年度は、令和４年

度と比較をすると、割合は増加しておりま

す。先日の塚本委員への答弁でもさせてい

ただいておりますけれども、働きやすい職

場づくり研修の実施なども、一定の効果が

あったのではないかと考えております。こ

れが一時的なものにならないように、今後

も引き続き、取組を進めてまいります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 下郡局次長。 

○下郡総合行政委員会事務局次長 質問

番号９番、投票立会人についての御質問に

お答えいたします。 

 投票立会人は、有権者の代表として、投

票所での投票が公正に行われるよう、投票

事務全般に立ち会っていただく重要な役

割を担っていただいております。 

 期日前投票におきましては、明るい選挙

推進協議会会員と公募により選定をいた

しております。当日の投票立会人につきま

しては、自治会に推薦をお願いしておりま

して、それが難しい投票所につきましては、

公募立会人から選任をいたしておるもの

でございます。 

 府知事及び府議会議員選挙におきまし

ては、３７自治会、６９人の方に御協力を

いただいております。 

 立会人報酬につきましては、日額１万９

００円でございます。また、時給にしてと

いうお問いでございます。投票立会人につ
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きましては、公益代表として投票事務に立

ち会っていただく役割を担っていただい

ておりまして、報酬につきましては、労働

に対する対価である賃金とは、性質面で異

なるものではございますが、朝７時から夜

８時まで１３時間でございますので、時間

換算いたしますと、８３８円相当額になる

ものでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 樋口課長。 

○樋口警防第１課長 質問番号１０番、人

員配置の質問にお答えいたします。 

 本市消防職員の条例定数は１０３名、実

員は９９名となっております。その中で、

出動体制は指揮隊１隊、救助隊１隊、消防

隊３隊、消防隊との乗替え運用を含めた救

急隊４隊の体制を維持できるよう、人員調

整を行っているところでございます。 

 近年、働き方改革に伴う男性職員の育児

休業などもございますことから、出動体制

の維持については、厳しい状況ではござい

ますが、シフト変更等を行いながら対応し

ているところでございます。 

 消防力の維持・確保を図っていくために

は、適切な定数管理を行っていく必要があ

りますことから、最適な人員数について、

消防総務課と検討を重ね、関係部局と調整

協議を行ってまいります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 林副理事。 

○林消防本部副理事 質問番号１１番、消

防指令センターの仮運用はスムーズであ

ったのかという御質問でございます。 

 仮運用は、１１９番回線の切り替え日か

ら、令和５年度末までの間に行ったもので

ありまして、回線の切り替え、共同運用に

伴いますトラブルは、おおむね想定の範囲

内でございました。 

 北大阪消防指令センターは、最新システ

ムの指令台を備えまして、三つの指令セン

ターが共同で指令業務を行っております。

指令システムを移行するためには、１１９

番回線の切り替え作業が、指令センターご

とに３回必要でございました。３月８日に

は、吹田市、摂津市、１８日には、豊中市、

池田市、能勢町、あと２７日には、箕面市、

豊能町の回線が、それぞれ北大阪消防指令

センターにつながりました。その都度、管

轄区域が段階的に変化しましたので、携帯

電話からの通報など、管轄がどこなのかと

いうことについては、確認にすごく気を遣

った次第でございます。 

 新しいシステムの操作や考えられるト

ラブルへの対処につきましては、非番日に

行いました操作訓練、各指令員が自主的に

操作訓練を行うことで身につけました。連

絡先や事案に対する出動車両の違いなど、

各市の独自ルールにつきましては、集約・

調整するなど、各種の指令員がそれぞれに

協働して課題に、解決に取り組んだ結果、

大きなトラブルはございませんでした。 

 本市だけではなく、５市全体の指令員の

努力のたまものと言っても過言ではござ

いません。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 角田課長。 

○角田警備企画課長 質問番号１２番、消

防本部警備企画課に係ります御質問で、防

火水槽の耐震工事の対応についてお答え

いたします。 

 令和５年度現在、市内の公設防火水槽に

つきましては、事務報告書に記載のとおり、

９５か所ございます。 

 このうち６５か所につきましては、既に

耐震性の防火水槽となっているものでご

ざいます。残りの３０か所につきましては、
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耐震性能を満たしていないものになりま

すが、これらについての耐震化工事は実施

しておりません。 

 現在の防火水槽の整備方針につきまし

ては、行政経営戦略の進捗管理シートにも

記載しておりますが、一定規模以上の民間

施設の開発行為に対する設置指導であっ

たり、大型の公共インフラ整備の際に、関

係機関、関係各課と協議によりまして、年

間に２基から３基程度ずつ設置されてい

るのが現状でございます。 

 これらによりまして、公設・民間施設の

耐震性防火水槽の配置状況につきまして

は、学校のプール、池、河川等々を含む消

防水利で、市内全域をほぼ包含できている

ものでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 小田原課長。 

○小田原救急救命課長 質問番号１３番、

応急手当普及啓発活動事業の令和５年度

での実績についてお答えします。 

 普通救命講習会の受講者数につきまし

ては、３年連続で実施回数及び受講者数が

増加している状況でございます。 

 増加の要因としまして、講習内容ですけ

れども、ｅラーニングといいますウェブ上

での１時間聴講する事前の講習会を、令和

３年１０月より開始しております。その講

習を受講しますと、講習会当日は１時間短

縮しまして、２時間の実技を中心とした、

より実践的な講習を実施しております。多

数の受講者が室内での密接する場所で動

画を聴講する感染リスクを避け、できるだ

け広い空間での実技の実施など、感染防止

に努めていることや講習時間の短縮が受

講者増加の一因と考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 大坪課長。 

○大坪予防課長 消防本部予防課に係り

ます２点の御質問にお答えいたします。 

 まず、質問番号１４番、本市の住宅用火

災警報器設置率状況調査については、春

季・秋季全国火災予防運動実施に伴う啓発

活動の一環としまして、年２回設置状況調

査を実施しております。 

 令和５年度市内住宅用火災警報器の設

置率は６５％となっております。設置率の

算出方法ですが、市内４万３，３００世帯

に対して、無作為抽出により、１，０７９

世帯を調査した結果、設置率が６５％にな

ったものです。 

 続きまして、質問番号１５番について御

答弁申し上げます。 

 違反対象物公表制度について、平成３１

年４月、重大違反防火対象物に対して、市

民等が不利益を被ることを防止する観点

から、違反対象物公表制度が開始された制

度です。重大違反防火対象物とは、屋内消

火栓設備、スプリンクラー設備及び自動火

災警報設備が、消防法令上、設置義務があ

るにもかかわらず、未設置のある場合に、

公表の対象となり、建物の利用者が自ら火

災等の危険情報を入手し、安心して建物を

利用することができるよう、ホームページ

で公表するものです。 

 委員が御指摘のとおり、令和５年度、本

市の公表件数は１件であり、摂津市火災予

防条例第４７条３の第１項の規定により、

公表したものです。 

 建物の所有者及び占有者に対して、同条

第２項の規定により、公表通知書にて通知

した後、消防法令上必要な消防用設備等の

設置をするように指導し続けた結果、令和

６年５月に、設備の改修は終了いたしまし

たので、改修終了日をもって、ホームペー

ジから公表を取り下げております。 
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 住宅用火災警報器の設置状況の改善、取

替え指導についてです。先ほど、質問番号

１４番で御答弁いたしましたとおり、春と

秋で合計２回、住宅用火災警報器設置率の

調査を実施し、１，０７９件の戸別訪問に

て、１世帯ごとに啓発用のパンフレットを

配布いたしました。住宅用火災警報器の未

設置の世帯につきましては、住宅用火災警

報器の必要性を強く訴えるとともに、引き

続き、小学校区の自主防災訓練や事業所等

の消防訓練のときに、市民等へ機器の点検、

電池の交換等、幅広く啓発活動を実施して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 ２回目の質問をさせて

いただきます。 

１番目の人事管理事業についてでござ

います。コンプライアンスの項目を追加さ

れたということでございます。職員育成・

行動基本計画推進委員会において、評価者

及び被評価者の双方が納得できる能力評

価につなげられるように、標準職務遂行能

力のうち、参考となる行動例を整理して、

職員へ通知をしたという項目が記載され

ています。職員育成・行動基本計画推進委

員会について、どのように組織化されてい

るのかということと、参考例を職員に周知

したことに対して、どのような効果が現れ

たのかをお聞きしておきます。 

 それから、副主査級以下の職員の目標管

理において、人材育成の観点から、より困

難な目標に挑戦できるように、下期から難

易度設定を開始したということでござい

ます。この難易度設定とはどういったもの

なのか。また、その効果はどうであったの

かについて教えてください。 

 三つ目に、各所属長へ能力評価及び業績

評価の評価結果に基づく定期昇給とか、勤

勉手当への反映状況等を、情報共有を行っ

たということでございます。下期からこの

下位評価を上位評価者が閲覧できるよう

に変更したことも記載されています。どう

いう目的で行ったのか、その効果はどうで

あったのかについて教えてください。 

 次に、２番目、階層別能力開発事業等に

ついてでございます。それぞれ教えていた

だきましたけども、各部署における業務量

について、非常に問題があることを、実は、

先日、本会議の中で指摘をさせていただき

ました。それについては、業務量のストレ

スについてチェックをしているというこ

とで、答弁をいただいているわけでござい

ます。職員が個々の能力を求められるのは、

当然のことでございます。その業務を遂行

する力をつけていくことは分かります。一

方で、いろいろな課題があって、メンタル

で休職している人も結構いらっしゃると

思います。先日、塚本委員への答弁で３．

９％という数字が出されていました。課題

は一つではなく、その人によって課題があ

ります。これは、人間関係の問題が一番多

いとおっしゃっていましたけど、人間関係

だけではなくて、本人の性格に合わないと

か、いろいろあると思います。メンタルで

休職している人に対する手当は、どうされ

ているのかについて、御答弁ください。 

 次に、３番目、公益通報制度について、

しっかりとされていることが分かりまし

た。実際、令和５年度では、通報件数がど

れぐらいあったのかということについて、

あった場合はこんな対応になりますとい

うことでもいいので、御答弁ください。 

 次に、４番目のシティプロモーションで

ございます。事務報告書には載せていただ

いていますし、一つの指標として、ホーム
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ページのアクセス数とか、ＳＮＳの登録者

数が上げられているわけです。シティプロ

モーション戦略とは関係ない場面で、例え

ば、ＬＩＮＥの登録者数は、コロナが蔓延

したので、その情報を得るために、登録者

数がすごく増えました。このようなシティ

プロモーションとは違う場面での展開も

あったので、３万人以上の登録者になりま

したというのは、担当課が頑張った成果と

はならない部分もあると思います。 

 イベントも様々にやられていることは、

事務報告書に記載があります。例えば、電

車の中吊り広告でＰＲしたとか、写真コン

テストをやったとか、いろいろあります。

私が感じていたシティプロモーションは、

もっとダイナミックに摂津市の魅力を発

信していくイメージをしていました。例え

ば、今、大きなプロジェクトである千里丘

駅西口の再開発とか、阪急京都線の連続立

体交差は一応ビデオを製作されています。

ＰＲをされているので、シティプロモーシ

ョンの一部だと思いますが、もっと発信を

していくことが、必要なんではないかと感

じています。高槻市は、お金がかかります

けど、モノレールに住みよいまち高槻とラ

ッピングをしていたり、いろいろやってい

ます。とにかくダイナミックさに欠けるの

ではないかと思ったりもしています。もっ

たいないと思っているところもあります。

例えば、ＪＲ沿線にある人間基礎教育の看

板も一応シティプロモーションの一環で

した。夜になったらライトアップされて、

よく目立っていて、電車から見えます。昔、

一定の期間で模様替えをして、千里丘駅西

地区のまちづくりをＰＲしようという案

もありましたが、実現することはありませ

んでした。そのような少しダイナミックな

ことを考えていくことも、大事だと思いま

す。もう一度、この看板をシティプロモー

ションの一つとして、利用することの考え

方を聞いておきます。 

 それから、５番目、ふるさと納税につい

てです。増えてきたということでございま

すが、ほかの自治体も同じように、多くの

返礼品があります。市内のいろんな事業者

等に呼びかけをして、それを出されている

と思います。先日もありましたけど、エビ

フライとか、コロッケなどがありました。

なかなか数が少ないこともありますが、摂

津市への思いを集めていくようなふるさ

と納税が、重要ではないかと思います。一

つはシティプロモーションも関連してく

ると思いますが、摂津市へ思いを寄せても

らうことを重視することについて、一度、

考えを聞いておきます。 

 次に、６番目、鳥飼まちづくりグランド

デザイン推進についてでございます。様々

な事業をやりながら、今、仲間を増やして

いるところであるとのお話がありました。

この五つのエリアの中で、住民説明会を、

今までに５回開催をされています。住民説

明会では、鳥飼まちづくりグランドデザイ

ンを共有するとともに、将来予測とか、取

組の方向性の確認も行ったということで

ございます。それが、今、この居住性向上

エリア（２－Ａ）の部分では、地域のにぎ

わいの創出に向けた淀川河川敷の活用に

関するワークショップを３回実施したと

いうことでございます。何度もワークショ

ップを行いながら、仲間づくりといいます

か、協働のまちづくりを行ってきているこ

とは、よく理解します。これだけ、今まで

いろんな取組を通してこられて、その中か

らさらに、これからの取組に向けて見えて

きた課題があれば、教えてください。 

 このグランドデザインの実現について
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は、長い時間が必要であり、実現に向けた

適正な取組を確認して、その方向性を検証

し、必要に応じて見直しが必要となるとさ

れています。進め方については、グランド

デザインの共有、住民との対話による将来

予想の磨き上げ、実現に向けた取組検討や

役割分担、それから取組実現となっていま

す。現在は、どのような段階にあるのか。

先ほど、令和５年度では仲間づくりとおっ

しゃっていました。令和６年度も半年を過

ぎてきましたけども、今は、どんな段階に

あると考えられているか。また、実現まで

の長い時間は、１０年単位になると思いま

すけども、どれぐらいの間隔で取り組まれ

ていることなのかについても聞いておき

ます。 

 次に、７番目、淀川河川防災ステーショ

ンについてでございます。これも、先ほど、

災害の件について、いろいろ取りまとめを

行っているということでございました。防

災危機管理課が調査委託を行った避難所

運営研究において、障害者をはじめとした

避難行動要支援者、多様な人のための避難

に関する検討過程に同席をして、河川防災

ステーション上部施設の災害機能の検討

につなげることができたとのことですが、

もう少し詳しく説明ください。 

 周辺の住宅の地権者は既に立ち退き等

になっているわけですが、肝腎の土地につ

いて、まだ移転のめどがついていないと聞

いています。交渉がどのようになってきて

いるかについて、教えてください。 

 それから、河川防災ステーションの事業

進捗については、国と綿密に連携を取りな

がら、組織のそごがないようにすると答弁

をいただいています。今、国の進捗状況と

本市の取組等の関係性がどうなっている

かについても、御答弁をお願いします。 

 上部施設の利用について、多くは平常時

の利用となるため、コミュニティ施設の計

画をしていくことになっています。淀川河

川敷との一体的な利用を考えた地域コミ

ュニティの活動拠点とした機能面につい

て、地元住民からいろいろ意見があったこ

とを踏まえて検討を進めていくというこ

とでございます。淀川の利用方法について、

ワークショップをされたり、いろいろ意見

もあったと思いますが、具体的に今後どう

進めていくことになるのかについても、教

えてください。 

 次に、８番目の男女共同参画推進事業に

ついてでございます。この第４期摂津市の

男女共同参画計画進捗管理の中で、少し重

要だと思うところについては、答弁をして

いただきました。例えば、審議会等につい

て、参加率は３４％、３割が目標であった

ということで、それは超えていることにな

ると思います。なかなか難しい審議会もあ

ると思います。例えば、地域防災計画を策

定する策定委員は、充て職で入っているこ

とから、どうしても割合が低くなると思い

ます。 

 でも、こういう審議会においても女性の

意見を取り入れていかなあかん。男女共同

参画やから、女性も入れていかなあかんこ

ともあると思うので、そういうことについ

て粘り強く対応していただいているかに

ついて聞いておきます。 

 それから、女性の管理職、確かに少ない

ですけど、私が市議会議員にならせてもら

った２０年以上前は、ほとんどいらっしゃ

らなかったです。課長とか、課長代理もい

らっしゃらない。一人だけいてはったの見

ましたけど、それ以外は、ほとんどいない

状況から、今は随分増えてきたと実感して

います。女性も頑張っていただいて、課長
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職になっていただいていると、これは評価

しておきたいと思います。その頃は、もと

もと女性職員が少ないということがあり

ました。女性職員を、とにかくたくさん取

らなあかんということが課題であって、今、

随分女性の職員も増えてきました。管理職

を目指す人も恐らく増えてきていると思

うので、この流れをしっかりつないで、目

標達成に向けて頑張っていただきたいと

思っています。 

 それから、男性の育児休業取得率は、な

かなか進んでいない。休む側も、どうして

も周りのことを考えてしまうというのが

あります。まだまだ休みやすい風土にはな

っていないところもありますので、頑張っ

て進めてほしいです。公務員は、率先して

民間企業のモデルになっていく使命もあ

ると思うので、そこもしっかりと進めてい

っていただきたいです。 

 男女共同参画推進のミッションは、何と

いっても女性の人権尊重と女性に対する、

あらゆる暴力の根絶が重要だと思ってい

ます。それが一番象徴的なのは、今ちょう

どＤＶの防止月間をされていますけども、

このＤＶの状況とか、相談状況について、

市内でどのようになっているか聞いてお

きます。 

 次に、９番目です。投票立会人の報酬を

時給にすると、８３８円だとおっしゃって

いました。御存じのように、大阪府の最低

賃金は１，１００円を超えています。そう

いうことを考えると、投票立会人の人選に

苦戦をされている一つの理由ではないか

と思います。最低賃金を割らないぐらいの

報酬に、引上げができるものあれば、上げ

ていただきたいと思います。 

 一方で、同じように投票事務をやってい

る中でアルバイトの方もいらっしゃいま

す。受付とかやっていらっしゃる方は、超

過勤務手当分をもらってはるわけです。あ

まりにも差があり過ぎるのではないかと

思うわけですが、このことについて、一度

お考えをお聞きしておきます。 

 それから、話は少し変わりますけども、

期日前投票についてです。市役所、それか

らフォルテ摂津で何日間か行われていま

す。それから、鳥飼地域でも、行われてい

ますけれども、そのときに、この期日前投

票に向かう市民をターゲットにしたよう

な選挙運動が、最近活発になってきました。

昔はそういう思考がなかったのですが、最

近は、市役所の入り口の駐車場のところに

ずらっと並んだり、裏の階段のところに並

んだりとか、見苦しいような選挙活動がさ

れていることがあります。あと、フォルテ

摂津の２階の連絡通路のところにも、エレ

ベーターに向かわれると思われる市民へ

直接声をかけていることもあります。やり

過ぎではないかと思うような選挙活動が

見受けられました。ひどい場合は、フォル

テ摂津のエレベーターの前までついてい

く。エレベーターの前に行くと、私有地に

入るから違反になってしまいます。これは、

漁師が仕掛けをして、魚を待ち構えている

ようなもので、行き過ぎているのではない

かと思います。このモラルの問題について、

選挙違反ではないけれども、もう少し何か

規制をかけるとか、そういうことができな

いものかと思うわけです。選挙管理委員会

の意見として、いろいろ苦情が今まであっ

たと思いますけど、そのことも踏まえて、

見解をお願いします。 

 次、１０番目の常備消防の職員体制につ

いて、９９名体制でも恐らくかつかつでや

っていらっしゃると思います。先ほどあっ

たように、育児休暇で休まれる際、かつか
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つですと、育児休暇を取りにくくなるわけ

です。自分が休んだらどうなるんやと思う

わけです。誰かに迷惑がかかるとなると、

もう休めなくなることもあると思います。

なので、あまりにもきつきつでやると、そ

ういう弊害が出てくると思っています。そ

れから、メンタルの病気になったときには、

また、誰かがそれを埋めていくということ

になります。そういうことも踏まえて、人

員体制は考えていかないといけません。 

 もう一つ、今年１月に大地震が発生して、

ここへもまた援助隊を派遣されています。

そうなると、誰かがその分を埋めていくこ

とになり、体制を変えていくことになると

思います。 

 報告書の中では、おおむね計画どおりに

職員の派遣ができたと書かれていますけ

れども、この余裕のない人員の中で、業務

の振り分けをされたと思いますから、無理

はなかったのか。もう一度、このことを聞

いておきます。 

 先ほどあったように、どんどん救急の案

件が増えてきて、６，０００件を超えるよ

うな救急案件が出てきているということ

です。救急隊を組替え、４隊にされている

ということです。例えば、千里丘出張所も、

消防の出動があると思いますけども、救急

の出動も圧倒的に多いとなっています。こ

れはこれでいいことかもしれませんけれ

ども、そういう意味でも、かつかつの陣容

で運営していると、いろいろしわ寄せがあ

ったりとか、いざというときに余裕がなく

て、対応ができないとなってしまいます。

もし、市内で災害があったときは、さらに、

この体制が厳しくなるだろうと思うわけ

です。人員不足について、なかなか言いに

くいかもしれませんけども、この際なので、

担当課に聞いておきます。 

 次に、１１番、指令・通信事業です。こ

れは、本当に頑張っていただいて、努力し

ていただいて、速やかにスタートしていた

だいたことについては、本当に、高く評価

したいと思います。見学に行かせていただ

きましたけども、各市の消防の人が入り乱

れて、それでもちゃんと分かるように表示

をされていて、どこの出張所には、救急車

が何台待機してるとか全部分かるように

されているのは確認しました。広域の指令

業務で、今、５市２町でやっていらっしゃ

います。北摂で言うと、あと２市１町が外

れているわけです。茨木市と高槻市と島本

町は、別々でやっていますけど、どこかで

合流していくという可能性は探られてい

るのかについて、教えてください。 

 それから、もう一つは、はしご車の広域

連携が課題と書かれています。はしご車は、

特に、摂津市みたいに小さいまちは、他市

との共有で持ったほうがいいような規模

の市なのかも分かりません。前回の更新の

ときに、２億円ほどでしたか、すごい金額

がかかっていました。あと何年かで、更新

の時期を迎えると思いますが、このはしご

車の共有について、どういう方向性を持っ

ているのか。また、もう既に協議が始まっ

ているとか、そういうことがあるのかにつ

いて、御答弁をお願いします。 

 次に、１２番目の消防水利関係です。防

火水槽の耐震化という話で、先ほど、担当

から、年に二、三か所の開発等によって新

しい防火水槽が設置をされているという

ことでした。あと、市内全域で学校のプー

ルとか、池とか、いろんなものを合わせて、

大体カバーできるところまで来ています

ということでございますので、安心をした

いと思います。南海トラフ大地震が発生し

たとき、被害想定として断水は１日となっ
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ています。その中では、１日で大体復旧す

ることになっています。少なくとも１日は、

火災が発生したときは、防火水槽を使わな

いと水が出ないという状況になります。市

内全域でカバーできているということは、

非常に大事なので、そのことはしっかりチ

ェックをしながら、不要になった防火水槽

については、解体というのも出てくるかも

分かりません。しっかりその辺はチェック

をして、災害のときには、しっかりカバー

できるようなことで、これはちゃんとして

いただきたいと思います。これは要望とし

ます。 

 次に、１３番目の応急手当等についてで

ございます。先ほど言われたように、ｅラ

ーニングを活用されていまして、私も普通

救命講習を受けましたけども、その証明書

を持って行くことで、時間が大分短縮でき

るということもありますから、受けやすく

なっていることは評価したいと思います。

これは、非常に重要なことで、こういう人

をたくさん増やしていくことが、災害に強

いまちにしていくことにつながっていく

のは間違いないので、普通救命講習者をど

んどん増やせるように、今後も努力をお願

いしまして、要望としておきます。 

 次に、１４番、住宅用火災警報器の設置

状況について、６５％ということで、まだ

まだ課題があると思っています。これは２

００６年６月に、新築住宅については、設

置義務化がされているので、それ以降の新

築住宅は全部ついています。そして、２０

１１年６月からは、既存の全ての住宅にも

設置義務化がされたと、ここから、今、言

ったようにスタートしているということ

です。全体把握は多分されていないと思い

ます。大体６５％と思いますが、特に、高

齢者の家では、取り付ける人がいない、高

いところに上がってつけられへんという

こともあって、なかなかつけにくいという

ことがあります。また、既につけてても１

０年が過ぎていて、電池が切れていること

も、課題としてはあると思います。電池替

えをせなあかんことがあると思います。 

 今は、耐震と同じように、建て替わって

いくことによって、さっき言ったように、

新しい家は設置が義務になっていること

から、設置されます。全国的に火事になる

と、亡くなっているケースが多くあります

から、そうならないため、逃げ遅れないた

めに、設置をしないといけません。これか

らもぜひとも粘り強く、対応していただき

たいということを、お願いしておきます。

これも要望でございます。 

 次、消防設備点検について、住宅火災用

設備ではなくて、自動火災報知機設備のこ

とを聞こうと思ったのですが、勘違いして

いました。自動火災報知機も、一定の規模

の建物についてはつけないといけないと

なっています。つまり設置義務があります。

先ほどついていないところがあったとき

には、名前を公表するということで、重要

な設備の一つであります。ところが、点検

義務もあるんです。年に１回は、必ず点検

をするとなっていますが、古くなってくる

と、よく誤作動します。突然鳴り出して、

消防隊が出動して、誤作動でしたというこ

とはよくあります。特に、雨が降ったとき

とか、湿度の高いときによく誤作動になる

とおっしゃっていました。これを改善する

方法は、何かないのかと思うわけですが、

古くなったものについて、新しくしてもら

えたら一番いいんですけども、費用がかか

りますので、何か対策があれば、御答弁を

お願いします。 

 以上です。 
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○野口博委員長 松本課長。 

○松本人事課長 質問番号１番、人事評価

でございます。その中で５点ほど、御質問

があったかと思います。 

 まず、職員育成・行動基本計画推進委員

会とは、どのような組織かについて、職員

育成・行動基本計画の進行管理、研修計画

の策定等について、調査を検討するためと

いうことで設置をしております。 

 構成としましては、おおよそ各部の庶務

を担当する課長で構成しております。 

 次に、参考行動例を周知したことの効果

についてでございます。職員育成・行動基

本計画に基づく人事評価をするに当たり

まして、課題としまして、職位ごとに求め

られる能力を、そのまま評価項目にいたし

ましても、役割、行動はあるものの、評価

という具体的な人材育成ツールとするに

は、抽象的な部分がございました。 

 そこで、各職員に求められる標準的な行

動を、参考行動例としてまとめております。

ここでは、例えば、課長級では、１００の

参考行動例を明記しておりまして、自らの

職位が行う行動を見直すことができると

ともに、部下への指導におきましても、こ

の職位に照らした参考行動例を確認する

ことで、指導を行っている例もあると聞い

ております。 

 人事評価は、評価することが目的ではな

くて、あくまで人材育成のツールですので、

引き続きこの運用を進めてまいります。 

 それと、難易度についてです。難易度は、

その目標の困難度をＡ、Ｂ、Ｃの３段階で

表記をしており、難しい目標、困難な目標

であるほど、その達成に報われるといいま

すか、点数が高くなるという仕組みとなっ

ております。副主査以下に目標の難易度を

導入した効果についてですけれども、各課

の業務が多様化あるいは高度化する中、副

主査以下の職員におきましても、これまで

以上に困難な業務を担うケースが増えて

きています。こうした状況を踏まえまして、

より困難な業務に取り組む職員に対する

適正な評価を実施し、職員のさらなる主体

的な業務遂行を促すため、副主査以下の職

員に対しても、難易度設定を導入しており

ます。 

 難易度設定を入れることで、所属長によ

る面談におきまして、意識の乖離を埋める

効果や、副主査以下の意識が垣間見える効

果もあったと考えております。 

 あと、下位評価を上位評価者が閲覧でき

ることについてです。これまで課長級以上

の職員に対する能力評価におきましては、

上位評価の補完を目的に下位評価を実施

してきました。 

 ただ、その結果については、人事課だけ

が確認するという制度となっておりまし

た。例えば、上位評価者である部長級が、

自分の部下である課長級が、その部下から

どんな評価を受けているのかを確認する

ことが、そのマネジメントの一助につなが

ると考えまして、上位評価者が、この被評

価者の下位評価を確認できる制度に変更

しております。 

 続きまして、質問番号２番、休職者への

対応ということでお答えさせていただき

ます。病気休職の職員がいる課におきまし

ては、職員復帰支援制度といったものを、

所属長が中心となって進めてもらってお

ります。この制度は、所属長、人事課が連

携することはもちろんのこと、主治医や産

業医の指示を仰ぎながら、職場復帰を目指

す制度でございます。この職場復帰支援制

度ですけれども、例えば、療養開始期、療

養専念期、職場復帰準備期、職場復帰検討
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期とか、こうしたものを設けておりまして、

その状況によってフェーズが変わる仕組

みとしております。これにより、特に、休

職した本人、労務管理の責任者としての所

属長、ここの連携が密となり、職場での受

入れが円滑に行われると考えております。 

 あと、質問番号３番、公益通報制度につ

いてでございます。令和５年度におきまし

て、本制度を利用した通報は、ゼロ件でご

ざいました。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 辻課長。 

○辻広報課長 質問番号４番、インパクト

のあるシティプロモーションについてお

答えいたします。 

 千里丘駅西地区の再開発、人間基礎教育

は、インパクトのあるシティプロモーショ

ンになると認識しております。千里丘駅西

地区の再開発における工事現場を囲う仮

囲い、いわゆる万能塀や千里丘駅等に設置

の看板を活用したインパクトのあるシテ

ィプロモーションについて、関係課と連携

し、検討してまいりたいと考えております。 

 続きまして、質問番号５番、ふるさと応

援寄附金についてお答えをいたします。 

 事業者への丁寧な戸別訪問などによる

事業者の新規開拓を行うとともに、体験型

返礼品について、既に提供しております

「万博夜空がアートになる日」花火鑑賞の

ほかのものの検討を行いたいと考えてお

ります。 

 そして、より多くの方々に摂津市を応援

していただけるよう、市ホームページや市

外イベントを活用したシティプロモーシ

ョンについて、他市の先進事例を参照し、

本市でできることを考え、力を入れてまい

ります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 寺田参事。 

○寺田政策推進課参事 ６番目の２回目、

グランドデザインの令和５年度の取組か

ら見えてきた課題についてです。 

１回目の質問にもあったように、鳥飼ま

ちづくりグランドデザインでは、市民との

協働がどこまでできるかが、成功の鍵にな

ってくると考えております。市民の方々が

自発的に何かやってみたいと思えるよう

な市民活動の支援だったりとか、環境整備

が必要ではないかと実感したところです

ので、このような支援体制についても、検

討が必要かと感じております。 

 また、若い世代の方々が説明会とか、ワ

ークショップへの参加が少ないというこ

ともずっと課題です。これにつきましては、

昨年の１２月に南摂津駅前広場で開催さ

れた、むすんでひらく文化祭でアンケート

を取っておりまして、こちらのアンケート

結果が参考になるので、紹介させていただ

きます。、アンケート結果を分析いたしま

すと、このイベントは、若い世代の参加率

が、非常に高かった結果となっておりまし

て、回答していただいた方の９０％が年齢

３０代、４０代の方となっております。 

 アンケートの中で説明会とか、ワークシ

ョップについては、参加はしたいけれども、

忙しくて参加ができないという声が、非常

に多い結果となっております。 

 理由としましては、３０代、４０代の方

は、子育てとか、仕事とか、そういったこ

とで忙しくて、なかなかまちづくりに参加

したくても参加できないということが見

えてきております。子育てや仕事に忙しい

３０代、４０代の方も、自分たちの住んで

いるまちづくりには興味は持っていると

いうことも見えてきております。だけれど

も、なかなか時間が取れないという姿も併
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せて見えてきておりますので、どのように

すれば、もっとまちづくりに興味を持って

いただいて、忙しい中でも、まちづくりに

参加してもらえるのか。これに向けた仕掛

けづくりが、今後の課題となってくると考

えております。 

 続きまして、グランドデザインは、現在

どの段階にあるのかと、また、実現に向け

てどれぐらいかかるのかといった御質問

だったと思います。 

 これまで、居住性向上エリアのＡエリア、

Ｂエリア、Ｃエリア、企業と住民の共存発

展エリア、田園エリア、人と物が集まるに

ぎわいエリアでの説明会の実施や、将来予

想の具現化に向けたワークショップにつ

いても、居住性向上エリアＡで開催してお

ります。グランドデザインの共有から、将

来予想の磨き上げが終わって、実現に向け

た取組の検討を開始しているエリアが出

てきているという段階となっております。 

 鳥飼まちづくりグランドデザインは、先

ほど長い時間がかかるとおっしゃられま

した。確かに、子や孫の世代の将来を見据

えた中長期的な視点から、将来予想という

将来の目標を提示しつつ、それを実現する

ための現時点での地域課題及び課題解決

に向けたハードとソフトの両面からの取

組の方向について、長期、中期、短期と時

間軸を定めながら取りまとめたものとな

っております。引き続き、将来予想の実現

に向けた具体的な取組については、解決す

べき課題の緊急性等を考慮しながら、短期、

中期、長期の視点からめり張りをつけて、

検討を進めて、鳥飼地域が、全体が活性化

するように努めてまいりたいと思ってお

ります。 

 続きまして、７番目の２回目、避難所の

在り方の報告書が、どのように水防センタ

ーの検討につながっているのかについて

です。水防センターは、広域避難が難しい

障害者とか、高齢者などの避難行動要支援

者の皆様に対して、身近な場所に浸水しな

い、一時的であっても避難できる場所とし

て整備していくこととしております。 

 避難行動要支援者が円滑に避難できて、

滞在中の生活の質が確保できている避難

所の在り方として、令和４年度より、大阪

大学の大学院と検討を進めております。令

和５年度は、避難所の在り方に関する研究

が取りまとめられておりまして、本調査報

告書を踏まえまして、令和６年度は、水防

センターの庁内検討チームによる検討を

進めております。災害時機能については、

避難行動要支援者の方が円滑に避難でき、

滞在中の生活の質が確保できている避難

所の災害機能について、今、検討を進めて

おります。 

 続きまして、河川防災ステーションの地

権者との交渉についてです。地権者との用

地交渉の関わり方につきましては、河川防

災ステーションの整備は、国事業であるこ

とから、用地業務は淀川河川事務所の用地

課で対応されています。本市は、地元市と

いうことで、その用地交渉がスムーズに進

むように、国と連携しながら、関係権利者

との用地交渉に向けた補償協議を進めて

いるところであります。委員が言われてい

た個別の用地交渉の進捗状況につきまし

ては、個別の事案となりますので、お答え

を差し控えさせていただきます。 

 続きまして、国との連携についてです。

河川防災ステーションの整備に向けては、

国では、令和５年度は既存の水路とか、堤

防横道路の取扱いについて検討を行って

おりまして、市としましても、関係各課と

ともに、地域の要望等を踏まえて、国と協
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議を行っております。 

 続きまして、地元住民から聴取した意見

を踏まえて、どのようにワークショップ等

で検討を進めていったのかについてです。

河川防災ステーションは、災害時の機能だ

けでなくて、平常時についても、地域のに

ぎわいとか、暮らしやすさに資する利用方

法について、淀川河川敷の活用と合わせて、

住民などの意見をお聴きしながら検討を

進めております。 

 令和５年度は、鳥飼まちづくりグランド

デザインでの居住性向上エリアＡの課題

解決に向けた取組の方向性と淀川河川敷

の地域のにぎわい創出や、多様なライフス

タイルを支える場としての活用を推進し

ます。ここに基づきまして、住民の皆様と

ワークショップを実施しており、河川防災

ステーション及び水防センターと鳥飼地

域の重要な地域資源である淀川河川敷が

一体となったにぎわい創出について、協働

して、魅力あるにぎわいが創出できるよう

に、検討を進めております。令和５年度で

実施したワークショップの中では、河川敷

でのイベントが必要だという声が非常に

多かったことから、ワークショップのメン

バーを中心に、令和６年度は、万博の６か

月前イベントに関連づけていって、河川、

淀川河川敷のにぎわいの創出につなげて

いくためにやってみようとなりまして、実

施に向けて取り組んだところです。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 末永課長。 

○末永人権女性政策課長 それでは、審議

会への女性の登用についてお答えさせて

いただきます。 

 委員がおっしゃるとおり、団体推薦や充

て職によって、男性委員の登用に偏ってし

まう場合が、多く見られると思っておりま

す。推薦元になる団体への女性の参画状況

が影響しているかと思うのですが、そうい

ったことを念頭に置きながら、可能な範囲

で偏りのない人材登用ができるよう、人材

名簿制度の周知等の機会を見て、呼びかけ

ていく必要もあるかと考えております。 

 続きまして、女性問題相談の状況につい

てお答えいたします。 

 相談につきましては、主には、男女共同

参画センターの中に設置しております女

性のための相談室で、ＤＶを含む女性の

様々な悩みについて、電話や面談でお話を

お聞きする総合相談がございます。そして、

フェミニストカウンセラーによる面接相

談、さらに、女性弁護士が女性の立場から

法律上の問題にお答えする法律相談の三

つの相談を実施しております。これら三つ

の相談を合計した件数と、うちＤＶに係る

件数の過去３年間を比較いたしますと、令

和３年度合計７６７件のうち、ＤＶが１２

６件、令和４年度は９２２件のうち、ＤＶ

が２２８件、令和５年度は７７５件のうち、

ＤＶが１９５件となっております。令和４

年度が突出して多くなっている状況にご

ざいます。 

 また、令和４年度以降は、ＤＶ相談の占

める割合が２５％を超えまして、増加傾向

にあります。 

 また、必要に応じて相談の中では、緊急

一時保護であったりとか、ＤＶ証明書の意

見交付、もしくは、住民基本台帳の閲覧制

限の意見書等々、対応しております。相談

内容も複雑・多様化しておりますことから、

担当課だけではなくて、関係機関との連携

がますます重要となってくると考えてお

ります。特に、女性支援法の施行によりま

して、大阪府女性相談センターとの連携も、

さらに強化されたことから、相談者に寄り
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添ったきめ細やかな相談体制を、今後も心

がけていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 下郡局次長。 

○下郡総合行政委員会事務局次長 質問

番号９番、立会人報酬についての御質問に

お答えをいたします。 

 先ほど、１回目の御質問におきまして、

報酬につきましては、賃金と性質面で異な

ると申し上げました。 

 ただ、そうは言いましても、自治会の皆

様方には、投票事務の公平を確保するため

に、長時間にわたりまして、また、暑さ・

寒さの厳しい中、非常に御苦労をおかけい

たしておりまして、御協力に感謝をいたし

ております。 

 投票区内に複数の自治会のあるところ

につきましては、ローテーションでお願い

をいたしましたり、長時間の立ち合いとな

ることから、前半・後半の半日交代で対応

いただくこと、また、自治会加入率の減少

により人手不足といったこともお聞きし

ておりますので、立会人の公募制度なども

活用いたしまして、少しでも負担を軽減す

るよう努めておるところでございます。 

 投票立会人等の報酬額につきましては、

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関

する法律という国の選挙の執行に係る報

酬の基準額を定める法律がございまして、

その国基準額に合わせておるものでござ

います。 

 なお、当日のアルバイトの方につきまし

ては、本市では、会計年度任用職員の方に

お願いしておりまして、基本単価といたし

ましては、確か１，１３９円、規定に基づ

く金額とさせていただいておるものでご

ざいます。 

 今後につきましても、国が物価高騰等の

影響等を踏まえまして定められます報酬

額を基に、地域の皆様に御理解、御協力を

いただきながら、最小の経費で最大の効果

が得られるように、選挙事務の執行に努め

てまいりたいと考えております。 

 続きまして、期日前投票所付近での選挙

運動についての御質問にお答えをいたし

ます。 

 公職選挙法におきましては、候補者や政

党、その他の政治団体、選挙人が遵守すべ

き様々な規定が設けられております。これ

らの規定は、選挙の公平性や透明性を確保

するために不可欠なものであり、法令を遵

守することが、選挙活動の大前提であると

考えております。選挙運動につきましては、

候補者が自らの政策や理念を有権者に訴

える重要な活動ですが、その実施方法には

制約も設けられておりまして、その範囲内

で行われる必要がございます。 

 選挙管理委員会といたしましても、個別

の事案につきましては、過去の裁判の判例

であったり、法律の逐条解説を参考にした

り、また、大阪府とも協議をして対応いた

しておるところでございます。 

 なお、法令に違反しているかどうかの判

断は、取締り機関であります警察が行うこ

とになりますので、そういった場合は警察

に報告をいたしまして、対応をお願いする

こととなります。 

 また、選挙運動におけるモラルの問題と

の御指摘もございました。選挙運動におき

ましては、有権者の投票の自由を妨げない

よう配慮いただくべきものであると考え

ております。今後におきましても、立候補

予定者の説明会であったり、立候補の受付

などにおきまして、選挙運動に関するルー

ルについて、しっかりと周知をしてまいり

たいと考えております。 



- 21 - 

 

 以上でございます。 

○野口博委員長 角田課長。 

○角田警備企画課長 質問番号１０番の

２回目のお問い、災害派遣時の人員体制に

ついてお答えいたします。 

 御質問の中で委員からもございました

が、令和６年１月１日に発生した能登半島

地震に、１月５日から１月２１日までの間、

延べ４名を緊急消防援助隊の大阪府大隊

後方支援小隊として人員のみを派遣いた

しました。 

 このような災害派遣中の消防本部内の

人員体制ですけども、隔日勤務者、毎日勤

務者の区別をなくしまして、全職員で不足

する部分をカバーするという体制を執っ

ております。 

 能登半島地震での派遣中につきまして

も、全職員の協力の下、業務に支障を出す

ことなく、乗り切ることができたものと考

えております。 

 参考までに、現在の緊急消防援助隊への

出動部隊の編成につきましては、各消防本

部の職員数や規模などを考慮していただ

いて、複数部隊を同時に派遣することは、

配慮されるような体制となっております

ので、登録部隊の全てが出動するという事

態にはならないものと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 林副理事。 

○林消防本部副理事 さらなる広域連携

についての御質問でございます。 

 更新時期でございますが、５年目をめど

に行います更新といいますのは、中間更新

と呼ばれるものでして、２４時間３６５日

ずっと動いております指令台のパソコン

本体、このような消耗機器を交換する時期

でございます。システム全体の更新につき

ましては、１０年をめどに更新が推奨され

ております。 

 北摂地域では、現在、高槻市、茨木市、

それから、島本町が単独で指令業務を行っ

ておりますが、令和７年度から、高槻市と

島本町が共同運用を開始するということ

が決定しております。 

 システムの更新や、共同運用の時期につ

きましては、このシステム更新というとこ

ろが大きく関わってきます。ですので、高

槻市の更新時期に合わせて、島本町が乗っ

かったということも、今回ございました。

令和６年４月１日付、国からの通知でござ

います。市町村の消防の連携協力の基本方

針の一部改正というのがございました。消

防の連携協力を推進する期間が、令和１１

年４月１日まで延長されましたことから、

指令センターの共同運用につきましても、

大阪府を含めて、協議は活発化する可能性

がございます。広域連携をしたほうが、本

市的には、財政的にも応援を受けるという

点でも有効であるという考えはあります

けれども、運用面におきましては、構成市

町が増えますと、その分複雑になる部分が

ございます。この辺りは、現在共同運用を

一緒に行っております他市の意向も含め

ながら、また、茨木市の動向を見極めなが

ら、そして、高槻市・島本町が令和７年度

に新しい指令システムを更新するところ

も含めまして、適切な時期を見極めて、協

議していきたいと考えております。 

 それと、はしご車の広域連携についてで

ございます。本市はしご車の更新時期が令

和８年度でございますので、この時期に合

わせて、吹田市と協議を進めているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 大坪課長。 

○大坪予防課長 質問番号１５番目の２
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回目の御質問に御答弁申し上げます。 

 委員が御指摘のとおり、雨が降った後、

湿気などで、感知器が誤作動を起こし出動

したケースが多々ございました。令和５年

度では、自動火災報知機設備の誤作動によ

り、出動した件数は７１件ございました。

自動火災報知機設備の誤作動を起こした

防火対象物については、出動した消防隊か

ら所有者、または管理者へ連絡し、不具合

のあった設備について、再点検を依頼し、

維持管理をお願いしておるところでござ

います。 

 改善策としましては、本市消防本部予防

課が、出動した防火対象物が設備点検を実

施しているかどうか確認し、未点検の場合

は、関係者へ早急に点検や機器の交換等の

指導を行い、引き続き、防火対象物の関係

者等による防火安全体制の確立を徹底し

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 ３回目、これで最後にし

ますので、よろしくお願いします。 

 まず、１番目、人事管理事業です。いろ

いろ細かいところを教えていただきまし

た。それぞれの取組において効果があった

ということで、能力が向上する、また、モ

チベーションが上がるきっかけになった

かもしれません。このように人材育成をす

る一方で、血の通ったといいますか、心の

通った観点を絶対忘れんと、相手が人であ

るということは、大事にしていただきたい

と思います。そこをなくすと、心の病気に

つながることもあります。しっかりとそう

いう観点を持った上で、人材育成をしてい

ただきたいということを、お願いしておき

ます。要望です。 

 次、階層別能力開発事業です。最近の子

供は、育ち方が影響してるかも分かりませ

んけれども、コミュニケーション能力がど

うしても下がっていることが問題視され

ていることもあります。そういうことが影

響してる可能性もありますけども、その時

代に合った、しっかりとしたフォロー体制

を取っていただきたいということを、要望

しておきますので、お願いいたします。 

 それから、３番目の公益通報制度は、令

和５年度はゼロ件であったということで

ございます。通報しやすい環境を整えなが

ら、謙虚にそういうことについては受け止

めながらやっていただきたいと思います

ので、これも要望しておきます。 

 ４番目、シティプロモーションの関連で、

検討いただけるということでございます

ので、できることは、とにかくどんどん提

案をしながらやっていただきたいと思い

ます。千里丘駅西地区再開発事業とか、阪

急京都線連続立体交差事業と言いました

けど、それ以外に、今やっている鳥飼まち

づくりグランドデザインも、取組としては

シティプロモーションに値すると思いま

す。これも何かの形で、大きくＰＲするこ

とを、ぜひとも考えていただきたいという

ことで、これも要望としておきます。 

 次に、５番目、ふるさと納税です。これ

も、様々に返礼品について工夫を凝らすと

いうことで、体験型のものを取り入れない

かとか、そういうことも検討していただく

ということでございます。それプラス、摂

津市にゆかりのある方が、摂津市を応援し

たろうやないか、こういう思いを募らせる

ようなふるさと納税も目指していただき

たい。その中には、今、言ったように、シ

ティプロモーションの中で、今、摂津市は

こんなことに取り組んでいますというこ

とをＰＲすることも、応援しようやないか
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という気持ちにつながっていくと思いま

す。何かシティプロモーションとふるさと

納税も連動させるような思いで、取り組ん

でいただきたいということを、お願いして

おきます。要望です。 

 次に、６番目の鳥飼まちづくりグランド

デザインについて、様々に取組をしていた

だきながら、前に進めていっていただいて

いるのは、報告書を見てもよく分かります。

先ほどの答弁でも分かりました。 

 これから、まだまだ長い道のりになって

いくと思いますし、協働が一つのキーワー

ドになってくると思います。その中で非常

に悩ましい問題として、摂津市はどちらか

というと、協働の主体は、地縁組織が主体

になっていることが多いです。自治会を中

心にしたような地縁組織を相手にしてる

ことが多いですが、その地縁組織がどんど

ん衰退していっているのが、大きな悩みだ

と思います。だから、それはそれで何とか

維持していくことも努力をされています。

だけども、地縁組織とは違う組織も育成を

していくことも大事だと思っています。 

 そういう意味では、そういう市民活動団

体も踏まえた協働へと進めていくという

地縁組織とのバランスが大事だと思いま

す。今後も、ある意味では、そういう市民

活動団体を育成するような思いも持って、

そういう取組を踏まえて、このグランドデ

ザインの取組を進めていくことが、成功の

鍵ではないかと思います。地縁組織も大事

です。でも、そういう新たな活動団体も一

緒になって進めていけるような青写真を

しっかり描きながら、市民活動の発掘とか、

育成とか、参画していただけるように、今

後も取り組んでいただきたいということ

で、要望しておきます。 

 ７番目、河川防災ステーションです。ま

だまだこれも課題の多いことではあると

思います。一つ一つを聞かせていただきま

したけれども、その中で、いろいろ意味合

いがあります。例えば、災害の面で、一時

避難所として、要援護者なんかがここへ逃

げてもらうことができるとしていくこと

もあるのかもしれません。 

 ただ、防災上の話を言いますと、水害と

いうのは、インフラが遮断されてしまうの

で、電気もきません。水道もストップして

しまいます。当分の間はストップしますの

で、ここで長時間の生活ということは難し

い。そういうこともちゃんと考慮しながら、

一時避難所にはなるけれども、ここで生活

するのは、非常に難しいということも踏ま

えて、防災危機管理課とは連携を取りなが

ら、進めていただきたいと思います。 

 あと、国との連携もしっかりやりながら、

また、先ほどの鳥飼まちづくりグランドデ

ザインと共通していきますけども、市民活

動団体との協働をしっかりとベースに置

いてつくっていく、そういう協働をしっか

りと育てていきながら、進めていただける

ように、お願いしておきます。これも要望

です。 

 次に、８番目の男女共同参画についてで

ございます。なかなか難しい審議会につい

ても粘り強く、これからもいろいろ工夫し

ながら、働きかけをしながら、粘り強くと

にかく進めていただきたいと思います。 

 それから、もう一つは、ＤＶの対応につ

いても、令和４年度が非常に多かった。こ

れは多分、コロナで引き籠もっていた現状

があったと思います。そういう部分も分析

をしながら、とにかくＤＶの減少を目指し

て、しっかりと取組を進めてください。要

望としておきます。 

 ９番目、選挙の関係です。最低賃金を下
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回っているということは、国に対しても、

おかしいですよと働きかけていくぐらい

の意思があってもいいと思います。これは、

現場の声として、ぜひとも国にも働きかけ

ていただきたいと思います。経費削減とい

うことよりも、人にものを頼むときは、最

低賃金ぐらい払えよという話になると思

いますから、そういうことでお願いします。 

 それから、選挙のことですが、市の職員

が超過勤務手当で対応していると思いま

す。そのことを言っていますので、誤解の

ないようにお願いします。 

 それから、選挙活動については、いろい

ろ言っていただきましたけども、なかなか

お答えいただけなかったと思います。例え

ば、投票日は、当然、選挙運動したらあき

ません。投票所から３００メートル以内の

選挙事務所を置いてるところは、名前を隠

さなあきません。投票への影響から考慮し

たもので、法的に認められている広報板以

外のもので、選挙事務所の看板を隠せとな

っているわけです。だけど、候補者が立っ

て、チラシを配ってお願いしますなんて言

ったら、モラル上、よろしくないと思って

います。例えば、期日前投票所から５０メ

ートル以内は、そういう行為はやめるよう

に条例で決めるとか、そういう指導をする

とか、何かしらの対策が必要です。だから、

せめてそういうことをしたらどうですか

ということをお聞きしていますので、これ

はもう一回答えてください。 

 それから、消防設備の関係です。なかな

かこの場で不足してても不足してるとは

言えませんので、人事課へ足らない分は足

らないんだと要求し、消防本部としてちゃ

んと対応できる人数を確保することが、大

事です。この場ではなくても結構ですから、

また、令和７年度の予算に向けて要望して、

消防本部としてどんなことがあっても支

障なく業務ができるように体制を整えて

ください。よろしくお願いします。 

 １１番、指令・通信事業でございます。

１０年後に、また、システム更新があると

いうことで、そういうことも踏まえて、北

摂での連携をしっかりやっていただきた

いということで、お願いしておきます。 

 それと、はしご車も、高い買物やと思い

ます。なので、今、吹田市と協議を始めた

ということでございます。そこもしっかり

と協議をしていただくということで、令和

８年度が更新ですので、よろしくお願いし

ておきます。要望です。 

 次に、１５番、自動火災報知機の点検の

ことについて、年間７１件も誤作動があっ

て出動されているのは、御苦労やと思いま

す。火災そのものは減ってますから、ある

意味では、出動訓練になってるのかも分か

りませんけども、先ほどの人員体制の話の

中で、負担になることは間違いないと思い

ます。できるだけこういったものは対応し

ていただくということでございますので、

誤作動が減っていくように取組をしてい

ただくというところを要望しておきます。 

 以上です。 

○野口博委員長 下郡局次長。 

○下郡総合行政委員会事務局次長 質問

番号９番の御質問にお答えをいたします。 

 選挙運動の規制というお問いだったか

と思います。投票所につきましては、指摘

をいただきましたように、公職選挙法の規

制がございますが、期日前投票所につきま

しては、そういった規制はない状況でござ

います。 

 選挙運動につきましては、先ほども申し

上げましたように、候補者の方や政党が、

自らの政策や理念を有権者に伝えて、支持
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を得るための活動でございます。一般論に

はなってしまうのですが、法令を遵守され

ている中での規制は、難しいのではと考え

ておりますが、期日前投票所周辺での選挙

運動に関します規制であったり、運用方法

などについて、他の自治体の事例なども調

査・研究してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 ぜひとも検討いただい

て、モラルのある選挙運動にしていただく

ということもお願いしておきますので、よ

ろしくお願いします。 

 以上で、終わります。 

○野口博委員長 藤浦委員の質問が終わ

りました。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時５４分 休憩） 

（午後 ０時５９分 再開） 

○野口博委員長 再開します。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 まず、政策推進課にお聞き

します。 

 一つ目が、決算書４４ページ、４５ペー

ジになりますが、物価高騰対応重点支援地

方創生臨時交付金についてでございます。 

 令和５年度の前半には、財政課所管で同

じように物価高騰対応重点支援地方創成

臨時交付金の歳入があって、それぞれ事業

を選択されているかと思います。今回、こ

の分については政策推進課が所管という

ことで、お伺いしておきます。 

 令和５年度の前半分の財政課所管であ

る部分と流れでいえば継続していると思

います。新型コロナ等に対する物価高騰支

援金から物価高騰に対応するための重点

施策ということで、政府が補正予算を各自

治体に交付されてきたものだと思います。 

 目的として、低所得者世帯支援枠と推奨

事業メニュー枠との実施のために追加さ

れたものだということで、摂津市の場合は、

低所得者の方の支援給付金、それから、子

供世帯に対する一人当たり５万円の加算

給付金というものと、それから、推奨事業

メニューとして、所管は違いますけども、

セッピィ割引券を１０月に５，０００円、

それから、１月には２，５００円追加で支

給されて、期限も１月末までから３月末に

延長された取組が行われました。 

 先般、財政課にもお聞きいたしましたが、

エネルギー食料品価格等の物価高騰の影

響を受けた生活者や事業者に対して、地方

公共団体が地域の実情に合わせて必要な

支援をきめ細やかに実施するための追加

交付金であると、推奨事業メニューとして、

生活者支援、事業者支援、それぞれ様々に

事業がこういったことに利用できるよと

いうようなことでのメニューも提示され

ている中で、セッピィ割引券を２回にわた

って交付したということであります。 

 事業がたくさんある中の、このセッピィ

割引券を選択したその経緯と、その理由に

ついて、お聞かせください。 

 二つ目です。 

 これは、決算概要８４ページで、今度は、

歳出の面で物価高騰支援給付金事業につ

いてお聞きします。 

 低所得者世帯支援枠として、住民税均等

割のみ課税世帯に対する給付、低所得者の

子育て世帯に対するこども加算給付が決

算概要８４ページで、政策推進課の所管と

して執行されております。 

 夏に給付された１１億円、同じく非課税

世帯等非課税相当収入に減少した世帯に

対する給付１１億円、こちらは生活支援課

が所管されているということです。 
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 もちろん、対象ですとか、細かな条件は

異なっていますが、おおむね、その目的等

は同じであり、流れも大体同じようなもの

でありながら、所管があえて違うというこ

とは何か意味があるのか、この政策推進課

が所管した給付金の事業内容と、所管が切

り替わっているというところも理由をお

聞かせください。 

 ３番目に、パブリックコメントについて

お聞きします。 

 令和３年度の決算でもお伺いいたしま

した、摂津市行政経営戦略の進捗管理の中

でも書かれていますが、進捗管理でいきま

すと、３ページに住民自治分野の広報・広

聴施策の大項目として、広聴活動、市民相

談対応の充実、中項目として、市民意見の

把握、ここでパブリックコメントにおいて

意見募集期間等を適切に設定し、計１７名

から５０件の意見を頂いたという報告が

なされています。 

 もちろん各分野には所管がまたがって

はいるかと思いますが、パブリックコメン

トの指針を出しておられるのは政策推進

課であり、政策推進課がホームページで一

括して、一覧として公表もされて、パブリ

ックコメントについても努力をされてい

るということであります。令和５年度のパ

ブリックコメントの実施の状況について

お伺いしておきます。 

 次に、４番目、鳥飼まちづくりグランド

デザインでございます。 

 決算概要５２ページ、事務報告書では１

９ページに報告がなされております。 

 先ほども藤浦委員からも御質問があり

ましたけども、令和５年度、いろいろなエ

リアで様々な住民説明会が行われました。

それから、居住性向上エリアＡにおいては、

住民説明会が一定、終了した後に、淀川河

川敷の活性化に向けた魅力ある淀川河川

敷をテーマにしたワークショップも３回、

開催されています。 

 まちづくりや鳥飼地域の将来像を住民

参加で協働の取組をやっていく土台づく

りという点では、取組自体、様々な努力も

あり、それが一つ一つ結実していくことを

大いに期待するものであります。ここでお

聞きしたいのは、いろんな立場から多様な

意見を聴くことが大事だと、これは共通の

認識だと思います。 

 一方で、令和５年度でも、それぞれのエ

リアで行われた住民説明会などでは、参加

者が非常に少なかったり、非常に属性も固

定していたり、メンバーの固定化なども指

摘されていて、もっと若い人が参加できる

ようにするべきではないかなどと、参加者

からも意見や要望も出されてきてきたこ

とと思います。 

 いろんな努力もしておられると思いま

すが、この説明会の日程の設定であるとか、

参加の方法、どんな取組が、この令和５年

度に行われたのか、お聞きしておきます。 

 続いて、人事課にお聞きします。 

 決算概要４２ページに、会計年度任用職

員任用事業があります。 

 もちろん、所管は各課にまたがっていく、

それぞれの課の会計年度任用職員もいま

すが、全体を通してお伺いしておきます。

会計年度任用職員制度が、ちょうど令和４

年度末で３年を経過しました。令和５年度

は４年目であります。 

 会計年度任用職員は、契約が１年更新と

いうこと、それから、成績良好の方につい

ては、２回まで更新をして、最大３年の契

約ができる。３年たった時点で、引き続き、

仕事をされる場合は、改めて一から採用試

験といいますか、試験を受けて、改めて契
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約を結ぶようなルールの下で、会計年度任

用職員は、運用されてきたと思います。 

 お伺いしたいのは、ちょうど３年がたっ

た新たな年度が始まる令和５年度におい

て、３年経過した会計年度任用職員で、試

験を受けて再雇用された人数がどのぐら

いになるのか、全体のどれぐらいの割合に

なるのか、お伺いします。 

 もう一つは、１年更新でありますので、

１年更新時で雇い止めになるケースも、可

能性としては十分あります。その雇い止め

になった件数があったのかどうなのか、お

伺いします。 

 次に、６番目、人材育成事業の公益通報

外部窓口業務等委託料でございます。 

 先ほど、こちらも藤浦委員から質問があ

って、議論がなされました。 

 公益通報の内部通報と、それから、外部

通報が令和４年度からスタートしていま

す。先ほどの御答弁では、令和５年度、外

部通報がゼロ件だったという御答弁であ

りました。 

 内部通報と、それから外部通報、それぞ

れ、改めて業務の内容と、その意義につい

てお聞かせください。 

 それから、７番目、人事管理事業です。

これも先ほど、藤浦委員から御質問があり

ました。女性の職員について、先ほども指

標を御答弁されていました。第４次特定事

業主行動計画の中でも、一定の前進がある、

割合の前進なども報告をいただいていた

わけです。当初、特定事業主行動計画で掲

げた目標に対して、どうなのかを聞かせて

ください。 

 もう１点は、令和４年度になるんですけ

ども、令和４年度の職員の給与、男女の差

異の情報公表がアップされています。 

 今、ジェンダー平等の議論が進んでいて、

女性と男性の賃金格差の問題が盛んに問

題視されています。 

 この賃金格差を埋めていくことが、女性

の登用であったり、女性の社会参加を生み

出していく一つの力になると思います。摂

津市職員の男女の賃金格差について、今の

状況はどうなってるのか、御説明ください。 

 続いて、人権女性政策課についてであり

ます。 

 男女共同参画事業等、先ほども議論があ

りましたので、個別のことをお聞きしたい

と思うのですが、人権啓発推進事業の中に、

ＯｉＴｒ（オイテル）設置委託料が計上さ

れました。 

 市役所庁舎の女性のトイレに生理用品

を設置する機械が置かれました。令和４年

度から委託料となって支払いが発生して

おります。ＯｉＴｒ（オイテル）の実績と、

それから、利用状況についてお伺いします。 

 それから、９番目、平和施策推進事業で

ございます。 

 令和５年度は、摂津市の平和都市宣言、

ちょうど４０周年の年で、様々な平和の取

組が行われたと思います。その取組、特徴

的なもの、それから、事業の意義について

振り返っていただきたいと思います。 

 次に、消防にお伺いします。 

 １０番目になりますが、消防施設整備費

補助金についてでございます。 

 令和４年度と比べると、かなりの額が計

上されていると思います。 

 消防団が持っている車両であるとか、消

防施設の更新費用の補助金だと思います。 

 大幅にアップしている理由として、主要

事業を見てみると、鳥飼の分団の車両更新

への補助ということでありました。 

 消防分団の施設整備・更新について、直

接その分団の、もしくはその地域の負担が
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非常に大きな負担になっていると聞いて

います。車両整備にかかる補助限度額につ

いて御説明ください。 

 最後になりますが、選挙管理委員会にお

伺いします。 

 これも御質問がありましたが、府知事及

び府議会議員選挙事業です。 

令和５年度には、府知事と府議会議員選

挙、令和６年度に入りますと、市長選挙に

府議会議員の補欠選挙があり、そして衆議

院議員選挙ということで選挙がずっと続

いておりまして、選挙管理委員会も本当に

大変な苦労をされているかと思いますが、

ここで２点、お伺いしておきます。 

 一つは、投票率の問題です。 

 基本的に、投票率は国民の固有の選挙に

賛成するための権利でありますから、投票

するかしないのか、それは今の政治状況に

対してどう関わっていくのかという点で

は、行政の努力だけではいかんともし難い

ものがあることは十分に理解する上でお

伺いします。 

 平成３１年度の知事選挙については、４

３．８３％で、令和５年度は４０．５１％、

３．３２ポイント低下いたしました。 

 いろいろと見てみますと、投票所によっ

て、投票率の格差は非常に大きくなってい

ます。 

 高い投票所、低い投票所、それぞれどの

選挙でも、ほぼ同じような状況になってい

るわけです。 

 もちろん、その地域の事情は様々あろう

かと思いますが、この間、投票所の統廃合

等が何年か前に行われたり、もしくは地域

の高齢化が進んでいっている中で、選挙に

行きたくても行けない、高齢化や障害をお

持ちの方などが行けないというケースも、

私たちも非常に感じることが多くなって

います。 

 そこで、投票所の場所であったり、環境

と投票率との関係について、どのような認

識をお持ちなのか、分析などが行われてい

るのかお聞かせください。 

 もう一点は、先ほど藤浦委員からもあり

ましたが、選挙活動、モラルの問題をお問

いになっておられました。 

 我々も選挙で立候補し、政治活動・選挙

活動をやる身としては、モラルをしっかり

守りながら、有権者の皆さんに我々の伝え

たいことをしっかり伝えて、正確に理解い

ただく中で判断いただけるように努力し

なければいけないと改めて思っていると

ころです。今の公職選挙法が、国民の皆さ

んに、政治に関心が最も高まる選挙の期間

に、あれも駄目、これも駄目、それも駄目、

どれも駄目という、べからず選挙になって

しまっていることに対しても、いろいろな

思いはあります。しかし、一定のルールの

下で行うというのも、これは大事なことだ

と思っています。 

 選挙を見てみますと、選挙のルールで、

例えば政治活動用に、選挙よりも前の３か

月前以上に掲示できる連盟のポスターが、

選挙が始まった後もずっと張り続けられ

ている。もちろん、剥がし忘れるとか、張

り替え忘れは当然あり得ますから、指摘を

受ければすぐに張り替えをしたりという

のは、我々も努力しております。 

 ただ、そういった指摘を受けながらも、

選挙が終わるまで放置されているポスタ

ーがあまりにも多いということが最近の

特徴であります。 

 選挙の前、候補者の説明会等でもお話を

されているかと思いますが、そういった問

題についての認識、もちろん、違反かどう

か決めるのは警察ということはよく分か
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っています。明らかに駄目なものが張り続

けられていることに対して、どのような形

で、選挙管理委員会として動きが取れるの

か、お聞かせください。 

 以上です。 

○野口博委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 物価高騰対策の推

奨事業メニュー分に関する御質問にお答

えいたします。 

 令和５年度につきましては、御指摘のと

おり、割引券事業を２回に分けて実施して

おります。 

 この割引券事業だけで推奨事業メニュ

ー分の歳入の額を超えてしまっています

が、令和５年度につきましては、それ以外

で、市単費としまして、医療とか福祉事業

関係の事業所に対しまして、補助金を交付

しております。 

 それ以外にも、民間保育所等の給食費の

物価高騰分の差額分の援助なども実施し

ております。 

 これらの事業につきましては、各部局に

お伺いしながら、その時々で必要なものが

上がってきているものであり、予算査定の

中で議論し、最終的に市長同席の下、決定

したものでございます。 

 その中でも、割引券事業については金額

が非常に大きくて、実質的にはメインの事

業になっております。 

 実施の理由ですが、まず、この割引券事

業につきましては、物価高騰対策というこ

とで、全ての市民に行き渡るものでありま

す。物価高騰の影響は全市民に及んでいま

すので、皆さんに行き渡るという事業とい

うことが一つと、消費者支援の事業にはな

りますが、一方で、市内の事業所の支援に

もなる事業でございます。ですので、投資

した分の効果が大きいのではないかと考

えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 垣本参事。 

○垣本政策推進課参事 質問番号２番、物

価高騰支援給付金事業の所管を分けた経

緯についてでございます。 

 時系列で申し上げますと、令和５年の夏

には、住民税非課税世帯への３万円の給付

について、生活支援課で実施されておりま

した。 

 その後、１２月からは、非課税世帯の７

万円給付ということでありましたけれど

も、そちらは３万円の追加給付金という位

置付けであったため、引き続き、生活支援

課で所管されたということでございます。 

 一方で、国が示しております新たな経済

に向けた給付金・定額減税一体措置への対

応としまして、低所得者への支援や子ども

加算、あと、定額減税や定額減税し切れな

い方への給付金で、様々な層の国民に丁寧

に対応しながら、物価高に対応し、可処分

所得を増やすという目的で実施されると

いうことで、複数給付金への対応や、その

ボリュームから、プロジェクトチームで対

応するということで実施されました。 

 その結果、私を含めて専任２名、兼務６

名の計８名のプロジェクトチームを令和

６年１月１２日に立ち上げて業務に当た

ってきたという経緯でございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 パブリックコメン

トに関する御質問にお答えいたします。 

 パブリックコメントにつきましては、令

和４年度は、募集件数が５件ございまして、

意見としては５０件ございました。 

令和５年度につきましては、募集件数が

１２件で、意見数は８１件ございました。 
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 意見数が多かったものにつきましては、

「学校給食センターに係る基本構想・基本

計画案」で、４３件、意見がございました。 

 そのほか、「鳥飼地域における学校の適

正規模適正配置計画案」が１６件ございま

した。 

 また、「（仮称）味生コミュニティセンタ

ー基本構想案」が８件となっております。 

 その他、「摂津市下水道総合地震対策計

画案」など４件は意見がなくゼロ件になっ

ております。残りは数件程度となっており

ます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 寺田参事。 

○寺田政策推進課参事 ４番目の、様々な

世代の意見を聴くための日程であったり

とか、参加方法についてという御質問だっ

たと思います。 

 説明会やワークショップの日程ですけ

れども、内部でいろいろ議論したりしなが

ら、どの時間帯、どの日程がいいだとかと

いうことを検討しまして、土曜日・日曜日

の午前中に行ったりだとか、平日の夜に行

ったりだとか、様々な時間帯で前年度は実

施させていただいております。 

 また、説明会などへ参加してもらうため、

周知方法については、広報紙や広報板、ホ

ームページだけではなくて、子育て世帯に

もたくさん参加していただきたいので、幼

稚園とか保育園、小学校・中学校への説明

会の開催の案内の配布やＬＩＮＥでの開

催案内の配布を行っております。 

 また、説明会では、令和５年度に実施し

た居住性向上エリアＢと田園のふれあい

エリア、あと、人とものが集まる賑わい（核）

エリア、こちらの説明会では、様々な世代

の人々が参加できるように、オンラインで

の説明会も実施しております。 

 また、様々な形でグランドデザインを知

ってもらって興味を持ってもらうことが

必要なことから、ユーチューブの動画によ

る鳥飼まちづくりグランドデザインの紹

介動画の公開や、市役所１階のデジタルサ

イネージや発券機広告へのＰＲ動画の掲

載、淀川わいわいガヤガヤ祭とか、南摂津

駅前でのイベントとか、ふれあいマラソン

の大会で、鳥飼まちづくりグランドデザイ

ンのＰＲを実施しております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本課長。 

○松本人事課長 人事課に係ります３点

の御質問にお答えいたします。 

 まず、質問番号５番、会計年度任用職員

についてでございます。 

 令和５年度に任用試験を受験し、そのま

ま会計年度任用職員として新たに任用し

た人数は１６２人で、必要としている職が

なくなって雇い止めをした人数は、ゼロ人

です。 

 続きまして、質問番号６番、公益通報制

度についてでございます。 

 本市における公益通報制度は、平成１８

年４月１日に、摂津市公益通報の処理に関

する規則を制定しております。 

 御質問にもありました外部における公

益通報窓口の設置は、令和４年１０月で、

弁護士事務所に委託しています。 

 その外部窓口の仕組みについてでござ

いますけれども、刑事罰の対象となる不正

につきまして、職員などはメール、電話等

で、担当弁護士に、実名で通報を行います。 

 その際には、不正内容について、この不

正が今生じているのか、これから生じよう

としているのか、証拠の書類の有無につい

て、事実を知った経緯などを伝えることと

なります。 
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 弁護士は、この通報を受けた後、必要に

応じて、通報者からの事情聴取を行い、通

報者を匿名にした上で、市に報告いたしま

す。市は、公益通報等処理委員会を開催し

て、調査を進めていくことになります。 

 外部公益通報の意義ですけれども、顔を

見知った内部には、なかなか声を出せない

ということ、あるいは第三者である外部を

入れることで、通報者から見た場合、より

公平性の担保がされると感じる部分はあ

ると思います。 

 内外問わず、相談につきましては、人そ

れぞれ、相談しやすい人というのが異なり

ます。例えば、通報の内容が、どのように

処理されるのか、どこまで共有されるのか、

公平性、あるいは通報者を守ることを強く

周知していくことが、ひいては通報者を守

ることにつながると思っております。 

 質問番号７番、特定事業主行動計画、女

性の御質問であったかと思います。 

 今の状況でどうなるのかというお問い

です。先ほど藤浦委員へ答弁いたしました

とおり、令和４年度から令和５年度にかけ

て、数値としては上がっています。この数

字をいかに伸ばしていくのかが重要であ

ると考えています。 

 その中で、課題は、係長級の受験をする

女性職員をいかに増やしていくかである

と認識しています。なかなか長という名が

つくと負担感が出るとか、自信がないとい

うアンケートの答えも多くございました。 

 この自信のなさの要因が職場にあるの

か、家庭にあるのか、あるいは両方なのか、

これは一定、人それぞれなのかと思ってお

ります。こういったことが、この次のお問

いの男女給与格差にもつながっているの

かと思います。 

 この格差は、恐らくホームページ掲載の、

職員の給与の男女の差異の情報公表とい

う資料だと思います。 

 男女の給与の差異が大きく表れている

原因、これは全職員で行くと、男性と女性

で６４．６％という数字となっています。

大きな要因は、まず、会計年度任用職員に

女性が多いということ、あと、管理的地位

に占める女性の職員の割合が２０％、男性

が８０％であることから、こうした結果に

なっているものと分析しております。 

 そのほかにも、任期の定めのない、いわ

ゆる常勤職員におきましては、例えば、主

たる扶養者に支給する扶養手当について

は、男性職員に支給していることが多いこ

と、住居手当につきましても、男性職員の

ほうが契約者が多いことと、時間外勤務手

当におきましても、時間数は男性職員のほ

うが多いこと、こういったことが要因であ

ると考えています。 

 なかなか職場で改善するのが難しい部

分はあろうかと思いますけれども、そうい

った中で、働きやすい職場づくり研修にお

いて、自分自身の傾向を知るということを

目的として、女性だけじゃなく、男性も含

めてこうした研修を行うこと等々をもっ

て、対応していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 末永課長。 

○末永人権女性政策課長 それでは、人権

女性政策課に関わります二つの御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、ＯｉＴｒ（オイテル）設置に関し

てでございます。 

 こちらは、長引くコロナの感染の影響を

受けまして、経済的にかなり困窮している

女性の支援をするため、令和３年７月から、

市にあります防災備蓄を活用しまして、市

内の小・中学校をはじめ、高校や大学等に



- 32 - 

 

生理用品を配布してまいりました。 

 そちらは、継続して、今も学校で対応し

ていただいている部分はございます。令和

４年に、生理に関する女性の不安や負担の

軽減、そして、ジェンダーギャップの解消

のために、官民連携による継続的な支援と

いうことでオイテル株式会社から案内を

いただきまして、連携協定を締結しました。 

 それで、生理用品の無償提供システムの

機器を、まずは市役所の新館１階と６階の

２か所に導入することといたしました。 

 １施設目ということもありまして、また、

企業からもシステムを広域に周知すると

いう目的もあって、無償で設置していただ

いたところです。当時、一定の利用がござ

いました。 

 さらに、令和５年度には、二つ目の施設

として、男女共同参画社会の実現を目指す

拠点施設であります男女共同参画センタ

ーが設置されています、コミュニティプラ

ザ１階の女性トイレ１か所に導入する運

びとなりました。 

 それで、二つ目の施設ということですの

で、さすがに無償提供はいただけなく、設

置に係る費用が令和５年度に発生してお

ります。 

 それと併せまして、利用状況としまして、

まず、市役所の設置分につきましては、令

和４年７月からの延べで見ますと、１，７

６６枚の利用があり、令和５年度には８７

８枚、月の平均としましては、７３枚とな

っております。令和６年度現在では、月平

均６０枚程度の利用を確認しております。 

 一方、今年度から本格稼働しております

コミュニティプラザにつきましては、設置

箇所、１か所ではありますけれども、現在、

月平均５０枚程度の御利用をいただいて

いるということで、どちらの施設につきま

しても、皆様の効果的な御利用をいただい

ているものと認識しております。 

 続きまして、平和施策に関しての質問に

お答えさせていただきます。 

 本市は、昭和５８年３月に平和都市宣言

を行うとともに、平成２１年７月に、平和

首長会議に平和を願う世界の国々や地域

と共に、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現

を願っているところです。 

 毎年、７月から８月の平和月間におきま

しては、市民の集いをはじめ、公共施設で

のパネル展等の催しや、学校での平和登校、

そして、核兵器禁止条約の早期締結を求め

る署名活動に取り組んでおります。 

 また、反核・平和を呼びかける平和行進

の受入れを積極的に行うとともに、機会を

捉えて、核実験の実施に対し、抗議文を発

出するなど、海外の動向にも注視に努めて

いるところでございます。 

 さて、先ほどございました平和都市宣言

４０周年としての取組はどんなものだっ

たかです。まず、毎年、行っています市民

のつどいいの中で、平和都市宣言４０周年

ということで、講演会の前にセレモニーを

行いまして、その中では、市民代表から数

名の方に代表で出ていただきまして、平和

都市宣言を読み上げるという取組もして

まいりました。 

 また、あわせて、文化ホールでこの市民

のつどいを行っているのですけれども、そ

ちらの展示室の中で、男女共同参画センタ

ーの推進団体である団体が企画した、広島

県の高校生が描いた原爆の絵展が開催さ

れました。 

 団体からは、市民のつどいなどは、若い

方の参加は、なかなかない状況もあるかと

思うのですけれども、その中でも、中学生

であったりとか、親子連れの若い層の方に
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もそういう展示を見ていただけたという

ことで、本当に伝えたい年代の方に伝わっ

たのではないかとの感想も頂いていると

ころです。 

 また、学校の取組としましては、平和首

長会議の事業の一つとして、市民に平和意

識を醸成するために、原爆で被爆した大木

の苗を、広島県もしくは長崎県から譲り受

けて、植樹することも取り組んでおります。 

 令和５年度は、三宅柳田小学校の児童に

より、長崎県から譲り受けたクスノキの苗

木が植樹されました。 

 そのほか、市の取組としまして、戦時下

の摂津市の様子であったりとか、戦後の平

和に関する取組や、市の取組を紹介するユ

ーチューブを作成し、あわせて、市民の

方々に平和と題した写真とメッセージを

お寄せいただきまして、ユーチューブの中

で紹介させていただいております。 

 節目の年ということもありまして、様々

な取組を行ってまいりました。市民の皆様

方に平和に対する意識をさらに高めてい

ただく、よい機会になったのではないかと

考えております。 

 以上です。 

○野口博委員長 大藪課長。 

○大藪消防総務課長 質問番号１０番、消

防団の車両整備に係る補助限度額につい

ての御質問にお答えいたします。 

 消防団の車両整備に係る補助金は、摂津

市消防施設整備等補助金交付要綱に定め

られております。 

 令和４年度までは、車両の整備に係る補

助金限度額は２５０万円、令和５年度から

３００万円に引き上げました。 

 令和５年度に鳥飼野々分団が車両を更

新されましたが、半導体不足や車両の安全

装置が標準装備になったことや、積載資機

材の物価の高騰などにより、車両更新に係

る購入費用が約４１０万円となり、補助金

の限度額を上げたにもかかわらず、地元に

御負担をしていただくことになってしま

いました。 

 地域の分団に経済的な御負担をいただ

くことは、消防分団の存続や消防団員のな

り手不足に拍車をかけることにつながる

おそれもあります。 

 消防分団の活動に経済的な負担をかけ

ずに、有事の際には活躍いただけるように、

可能な限りの対策を考えてまいります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 下郡局次長。 

○下郡総合行政委員会事務局次長 質問

番号１１番、まず、投票率の御質問にお答

えいたします。 

 投票率につきましては、選挙の種類であ

ったり、立候補者の数であったり、有権者

が関心を持つ争点の有無、それから、天候

などによっても左右されるものと考えら

れます。 

 ですので、結果が上がった、下がったと

いうことで、分析はなかなか難しいかと考

えております。 

 ただ、平成３１年大阪府知事選挙に関し

ましては、知事が辞職をなさいまして、２

０年ぶりとなる府議会議員選挙との同日

選挙ということで、マスコミでも大きく取

り上げられ、話題となったこともございま

したので、そういった部分も影響しておる

かと考えております。 

 また、地域で差があることに関してでご

ざいます。 

 確かに、選挙のたびに結果を集計いたし

まして、見ておりますと、投票率の高い地

域、それから、低い地域が出ておるのは事

実でございます。 
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 ただ、その地域の差がどういった理由で

そういった形で出ているのかまでは詳し

く分析はできておりません。 

 現在、投票区は２２ございますが、いず

れにいたしましても、居住地が１キロ以内

を目安に設置いたしております。 

 投票所によりましては、狭隘な投票所等

もございますので、環境改善を今後も引き

続き図ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、選挙違反、モラル等の問題

についてでございます。 

 公職選挙法におきましては、候補者、そ

れから、政党、その他政治団体、選挙人が

遵守すべき規定が設けられております。で

すので、法令遵守が大前提であると考えて

おります。 

 ポスターの張り続けという事例がある

ということでございます。こちらにつきま

しては、まず、立候補予定説明会におきま

して、そうした政治活動用ポスターの取扱

いということで、選挙期日の告示日までに

撤去いただくということを通知させてい

ただいておるものでございます。 

 それでもなお、ポスターを張り続けてい

ることに関しまして、情報をいただきまし

た都度、選挙管理委員会の職員が現地に行

き、確認をさせていただいております。 

 また、府の選挙でございましたら、大阪

府にも情報提供をして、対応を協議してい

るところでございます。 

 また、選挙事務所も選挙管理委員会から

連絡を取らせていただいて、ポスターを撤

去していただくよう、お話をさせていただ

いている状況でございます。 

 また、法令に反するような事例につきま

しては、先ほど御答弁させていただきまし

たように、警察に報告いたしまして、協力

をいただくことになってまいります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ２回目の質問をします。 

 地方創生臨時交付金についてでござい

ます。 

 御説明いただきましたので、一定の理解

はしました。その上でお聞きしますけれど

も、自由度の高いといいますか、自治体の

実情に応じてメニューを選択できる。 

 今回、セッピィ割引券が物価高騰対策や

消費者の方々への援助であるのと同時に、

地域の商工業、中小業者の支援にもつなが

るという点では、こういった選択そのもの

についてはよかったのではないかと思い

ますし、その効果についても、民生常任委

員会等の議論を聞いていますと、９割ぐら

いの換金があったということで、よかった

のではないかと評価しております。こうし

た自治体独自でいろいろな交付金を利用

しての事業を行っていくなど、摂津市の実

情に合わせた事業を行う際に、様々なメニ

ューが用意されております。 

 先ほど、割引券だけでなくて、障害者支

援であるとか、児童福祉であるとか、様々

な分野でも、物価高騰対策として、一般財

源でやっておられるのはよく分かったん

ですけれども、ほかにも、学校給食費であ

るとか、他の自治体でもやっておられるよ

うなものはあると思います。 

 こうした選択をする際に、庁内でどのよ

うな議論がなされたのか。庁内の各部署か

ら、こういう交付金については、うちの部

署からは、こういったものをぜひやってほ

しいと提案等があって、その提案の中から

政策推進課、部長会、もしくは市長等、政

治的な判断をされるのではないかと思い

ます。この選択に当たっての庁内からの提

案であるとか、推奨はあったのかどうなの
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か、その辺の経過をお聞かせください。 

 それから、給付金事業でございます。 

 垣本参事から御説明いただいて、よく分

かりました。定額減税と一体的なものであ

るということで、前半でやった給付金事業

とは少し性質が違うということです。 

 その上で、もう１点、お聞きしておきた

いのは、今回、先ほども御説明いただいた

ように、８名のプロジェクトチームを立ち

上げられたということであります。 

 年度末、年度始めということで、非常に

忙しい時期で、しかも、住民の皆さんは、

早く支給してほしいという思いもあって、

私どものところにも問合せがたくさん来

ました。スピードと、しかも正確性という

のが非常に求められるお仕事をプロジェ

クトチームでやられたということです。改

めて敬意を表したいと思いますが、その業

務について、問題なく遂行できたのかどう

なのかを一つ、お聞きしたい。 

 もう１点は、そのプロジェクトチームに

集まった８人の方は、それぞれ市役所内で、

別の部署でお仕事をしてらっしゃる方々

を選抜といいますか、一時的に、そちらに

派遣されて、お仕事に従事されたと認識し

ています。 

 大変忙しい中で、余剰人員も恐らくどこ

の部署もない中で、このようなプロジェク

トチームで頑張っていただいたんですが、

派遣元となっているそれぞれの部署の体

制の方に問題はなかったのか、これは人事

にお伺いしておきます。 

 続いて、パブリックコメントでございま

す。 

 パブリックコメントの意見の数が多い

のか、少ないのか、これは、あくまで市民

の皆さんが、何に関心を持って、どういっ

た意見をお持ちなのかに関わってくるも

のなので、多い、少ないで、是非論を展開

することは不適切だと思っています。 

 しかし、前回も御質問させてもらったん

ですが、パブリックコメントを求める様々

な計画の、市民の皆さんへの周知の方法で

あるとか、パブリックコメントの計画案が

置いてある場所であるとか、じっくりそれ

を見ることができるのか、またはホームペ

ージ等で見ようと思っても、すぐにそのパ

ブリックコメントのページにたどり着く

ことができるのかという点では、まだまだ

不十分な点が多いと私は思うわけです。 

 より分かりやすい計画である必要があ

るし、それから、より分かりやすい周知の

方法も求められると思います。その点、指

針に沿ってやっておられるかと思います

が、パブリックコメントの計画案の置き場

所、それから、見る場所、または意見の出

し方などについて検討の余地が私はある

と思います。その点はいかがなのか、お伺

いします。 

 鳥飼まちづくりグランドデザインにつ

いてです。 

 いろいろな努力をしていただいている

かと思います。いろんなことにチャレンジ

していただく中で、多様な意見の収集に力

を尽くしていただきたいと思います。 

 住民参加、協働のまちづくりで重要なこ

とは、情報をどれだけ市民の皆さんにお届

けし、意見を吸い上げることができるのか

にかかっているかと思います。 

 ぜひ、試行錯誤しながらやっていただき

たいと思います。 

 ２回目にお聞きしたいのは、行政経営戦

略の進捗管理の中に、庁内横断的に鳥飼ま

ちづくりグランドデザインの具現化に向

けた取組を進めていく必要があると考察

されておられます。 
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 公共交通の確保・維持、防災力の向上と

いう項目でも、こういった連携は非常に必

要になってくるかと思います。 

 他部署で、公共交通防災力、それぞれの

課と政策推進課との連携、政策推進課とし

てこういった分野を議論する、もしくは検

討する、住民の皆さんにそういった情報を

お知らせし、意見を求める。このような政

策推進課が果たしている役割について、お

聞きさせていただきたいのと、それから、

住民説明会が行われた際の、各部署へのフ

ィードバックであったり、もしくは住民説

明会に参加されていない方々に対するフ

ィードバックはどのようになされている

のかお聞かせください。 

 次に、人事課、会計年度任用職員につい

てです。 

 ３年経過して、試験を受け、再雇用され

たのは１６２人で、１年更新で雇い止めが

あったという方はゼロ人だったというこ

とです。継続的なお仕事があって、そこに

経験豊富な、または専門的な知識を持って

いる方が会計年度任用職員として継続雇

用されていると認識するわけでございま

す。 

 この間、会計年度任用職員の処遇改善等

については、一般質問でも、また、委員会

でも、たびたびお聞きしてきました。報酬

の見直しであったり、勤勉手当が支給され

るようになったりとか、また、さきの一般

質問等では、今まで２回までだった任用の

回数制限も、今後、撤廃されていくような

動きも御説明いただいたわけであります。 

 豊富な経験と、それから、専門的な知識

を持っておられ、しかも、そうした業務は

摂津市の市民サービスを進めていく上で

非常に重要なお仕事であれば、より安定的

な雇用を保障して、そのノウハウ・経験を

市全体に蓄積していくことが非常に重要

になってくると思います。 

 そういう意味では、専門的な分野、もし

くは経験が必要とされている分野での会

計年度任用職員について、正規職員化も図

っていくべきではないかと思います。その

辺のお考えについて、お答えできる範囲で

お答えいただきたいと思います。 

 次に、公益通報外部窓口業務等委託料に

ついてでございます。 

 公益通報については、先ほども少し触れ

られていましたけども、最近では兵庫県で

も、この問題が報じられています。 

 例えば、違法行為があったり、もしくは

ハラスメントの被害を受けている方が、内

部の相談窓口に相談できるのか、非常に不

安がつきまとうと思います。 

 特に、会計年度任用職員など身分が不安

定な方にとってみると、人間関係について

上司のハラスメントを相談した際に、これ

はデマだと言われて調査されて、たちまち

処分の対象にされてしまう。もしくは会計

年度任用職員であれば、次の更新がなくな

る、そんな噂がまことしやかに流れてしま

っている、そんなことも心配されるわけで

す。そういう空気や、そういった内部通報

制度であれば、その制度自体があっても、

相談はできないことになってしまいます。 

 そういう意味で、内部通報であろうと外

部窓口であろうと、先ほどもおっしゃられ

たと思いますが、通報される方の身分や立

場を守ることは非常に重要だと思います。

その安心感があってこそ相談ができるの

で、相談をしやすいこと、ここに行ったら

まずは聞いてくれる、そういった雰囲気を

醸成していくのが大事だと思います。現状

の相談の自己点検という形での御質問に

なってくるかと思いますけど、人事課にあ
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る内部通報の窓口であったり、外部通報の

窓口での状況やら課題等がございました

ら、少し御説明いただきたいと思います。 

 それから、女性と男性の格差、給与の差

異の問題です。 

 少し御説明いただいたんですが、人事課

のホームページで特定事業主行動計画、第

４次の行動計画を調べておりましたら、こ

うした男女の給与の差異の情報共有とい

うのが出てまいりました。非常に参考にな

る情報を提供いただいていると思うけれ

ども、ここを見ますと、任期の定めのない

常勤職員での男女間の給与の格差、男性１

００％に対して女性は８３．９％で、任期

の定めのない常勤職員以外の場合、９１．

７％、会計年度任用職員等も含めた全職員

でいうと、６４．６％であります。 

 それから、役職段階別で見てみますと、

係長相当職で、８９．４％という差が出て

います。管理職になっていっても、１０

０％を超えているのは、本庁課長相当職ぐ

らいでした。 

 もちろん、先ほどの住宅手当とか扶養手

当の問題もあるかと思いますから、一概に

は言えないかもしれませんが、明らかに全

ての役職、ほとんどの役職、それから、勤

続年数別で見ても、男性と女性の比率でい

うと、女性のほうが約９割から８割という

状況が続いています。この点について、是

正していくことが非常に求められると思

います。 

 先ほど、少し御説明がありましたが、女

性の職員で、会計年度任用職員の割合が非

常に高いということも、こういった格差に

もつながっていると思います。 

 逆に言えば、任期の定めのない常勤職員

は、女性の就いておられる割合が非常に低

いということも言えると思います。 

 採用数も、令和５年度については多くの

女性を採用されたということで、女性の採

用、それから、女性の管理職を養成してい

くことは非常に重要になっていくと思い

ます。改めて、こうした格差の是正につい

て、もちろん人事課だけでというより、社

会全体のジェンダー平等の取組が、問われ

ていくと思いますが、その点の問題意識に

ついて、人事課と人権女性政策課から、少

し御答弁いただけたらと思います。 

 それから、生理用品の無償配布、それか

ら、ＯｉＴｒ（オイテル）の設置について

であります。 

 今年のＮＨＫの連続ドラマである「虎に

翼」は、見てて、私もすごくいろんなこと

を気づかされるドラマでありました。戦争

前から今に至って続けられている女性の

社会的な地位の低さであったり、我慢し続

けている状態が、いまだに続いている。そ

こをどうやって解決していくのかは、非常

に問われている中で、先ほども説明いただ

いたように、生理の貧困ということで、生

理用品の配布が行われたと思っています。 

 今後、貧困問題だけではなくて、ジェン

ダー問題として、トイレットペーパーと同

じように、生理用品は公共の施設において

は置かれてしかるべきだと思います。今後

の生理用品の学校等の配布も、それぞれの

施設に委ねられる部分はあると思います。

公共施設においてのＯｉＴｒ（オイテル）

の拡大であったり、もしくは、それぞれの

施設の中で生理用品を配備していくとい

う方向に、前に進めていく必要があるかと

思いますが、見解をお聞かせください。 

 平和施策について、御説明ありがとうご

ざいます。 

 最近は、ロシア・ウクライナ情勢であっ

たり、パレスチナ・ガザ地区でのジェノサ
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イド、それから、いろんな国が武力によっ

て現状変更していく、威嚇によって言うこ

とを聞かせていく、そういったリーダーが

誕生したり、そういった傾向があります。

世界の中でも、戦争に対する不安であった

り、平和を願う思いがすごく高まっている

中で、摂津市の平和施策が非常に充実して

いると改めて思っています。 

 核兵器禁止条約の署名であったり、また

は平和首長会議であったり、原水爆禁止平

和大会に向けた平和大行進に、市長や議長

が毎回、御本人が参加して、激励の言葉を

述べていただくなど、他市からも摂津市の

平和や反核に向けた思いの強さについて

は、すばらしいと称賛の声もいただくこと

が多いわけです。 

 ４０周年の記念事業の中で、文化ホール

での講演会では、ノーベル平和賞を受賞さ

れた団体のＩＣＡＮの川崎氏が講演もさ

れました。さらに今年、長年の活動の努力

が報われて、日本原水爆被害者団体協議会

がノーベル平和賞を受賞しました。 

 世界の中では、非常にきな臭い動きが流

れている中で、平和を求める、核兵器禁止

を求める声が非常に大きなムーブメント

になっており、摂津市の取組が改めて今後、

問われていくと思います。 

 来年度、終戦８０年の節目の年になりま

す。節目の年に、摂津市として、平和の取

組は、何か考えていただきたいと思います。

例えば、令和５年度の４０周年の事業の中

に、終戦４０年の年、昭和６０年に発行さ

れた戦争体験集「平和」という本が希望者

に配布されたと報告されています。 

 来年度の終戦８０年に向けて、どんどん

数少なくなってきた戦争体験者であった

り、または世界の紛争などを経験している

外国の方々などの体験などもまとめて、市

内での新しい平和という報告集などもつ

くられたらどうかと思いますけども、来年

に向けた取組、検討について、お聞かせく

ださい。飛躍しておりますけども、お答え

できる範囲で結構でございます。 

 それから、１０番目の、消防団に対する

車両の整備補助金についてです。 

 こちらについても、補助金が２５０万円

に引き上げられる前のときも質問させて

いただいたことがありました。消防団は、

地域の消防活動であったりとか、もしくは、

火事が起きたときに、真っ先に現地に行っ

ていただいたりとか、もしくは、消火が終

わった後も、見守りをずっと残ってやって

いただくなど、地域の安全には非常に欠か

せない役割を担っていただいています。 

 かつては、それぞれの村の中の自主防災

という立場の役割から、今や公的な機関と

して、公務員としてお仕事もしてらっしゃ

る一方で、常備の消防職員とは違って、別

のお仕事を持たれながら、ボランティア精

神を生かして活動されている。今、各地域

での自治会の構成人数も減ってきている

中で、物価高騰であったり、車両代の高騰

などによって、補助金の限度額が上げられ

るということは非常にいいことだと思っ

たんですが、それでも追いつかないような

状況があると、お話をいただきました。 

 そういう意味では、車両にかかわらず、

施設整備について、地域での負担をこのま

まの状態で置いておいていいのかという

ことが、今、問われていると思います。 

 今後の消防団・分団のこういった車両な

どの施設整備の予定であったり、もしくは、

上げられたばかりですけども、全然足りて

いない補助金の増額について、少しお考え

をお聞かせください。 

 最後、選挙についてでございます。 
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 投票率は、その時々によって、天候も左

右しますから、当然、簡単には分析はでき

ないわけです。例えば、この知事選挙や府

議会議員選挙だけでなく、市長選挙、市議

会議員選挙、衆議院選挙、いろんな選挙が

ある中で、投票率ワースト５、投票率ベス

ト５を見ると、ほぼ固定化されています。 

 例えば、一番低いのが、第二中学校です。

投票の対象者は、鳥飼西小学校区全体であ

り、非常に広い範囲であります。 

 それから、鳥飼小学校の体育館、これは

前に第四集会所と、それから、鳥飼下２丁

目の集会所の投票所がなくなって、鳥飼小

学校へ合併されました。１キロメートルと

御説明はあったんですけども、高齢者の多

い地域で、そこも非常に低くなっている。 

 また、鶴野４丁目の投票所、鶴野１丁目

から非常に離れた地域にあったりします。 

 一方で、投票率の高い投票所を見てみま

すと、第一中学校区に集中しています。正

雀の安威川公民館であったり、府営正雀団

地であったり、比較的、密集した住宅の中

に投票所が幾つか点在している。 

 南別府府営団地も結構高い傾向にあり

ますが、府営団地の中に投票所があります。 

 ワーストの中でもよく上がってくるの

は、鳥飼八防１丁目にあります第１１集会

所、ここは投票対象となっている地域が新

在家１丁目、新在家２丁目、それから鳥飼

八防１丁目です。集会所は、新在家２丁目

からは本当に遠いです。一番端っこに投票

所があり、しかも、古い集会所であって、

狭いし、車を止めるスペースもありません。

こうした中で、第１１集会所の投票率もう

んと下がってきてということでいうと、一

概に、天候であるとか、そのときの政治に

対する関心というだけでなくて、投票所の

場所であったり、投票所の環境に目を向け

ていかないと、有権者の投票に参加する参

政権そのものにも影響してくることが言

えるのではないかと思います。 

 そこはきちんとした分析を選挙管理委

員会としてやっていただいて、投票所の環

境整備であるとか、投票所を新たに設ける

とか、または期日前投票がどの地域の方が、

どの期日前投票を利用しているのかの検

討を行っていただく上で、期日前投票所の

場所を増やしたり、日数を増やしたりとい

うことを多角的にやっていただきたいと

思いますが、そういった検討を今までされ

てきたのか、お聞きします。 

 それから、選挙の公平性で、公職選挙法

に関わって、ポスターの話を少し取り上げ

て言いました。 

 きちんと説明をしていただきたいと思

います。我々が見ても、例えば、戦ってい

る相手のポスターを見て、我々が当日まで

にはがさなきゃと思って走り回ってやる

わけです。時間のない中、少ない人数でや

るわけです。これは、ルールとしてやるわ

けです。 

 ところが、ある陣営では、そのまま放置

されている。我々が、こことこことここが

残っていますよと選挙管理委員会に情報

提供したら、そこだけ外されていると。で

も、ほかは残っているということでは、そ

の陣営のために、わざわざ情報提供してる

のかという思いが、実は選挙の中でままあ

ります。 

 選挙に立候補するのは社会的責任が伴

うわけで、人手が足りないであるとか、も

しくは、やったはずだとか、いろいろな理

由はあると思います。しかしながら、しっ

かり責任を果たしてもらう、もちろん、

我々自身に対してもそれが課せられてい

るわけで、我々もそうならないようにした
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いと思っています。そういう意味では、選

挙管理委員会からもしっかりと説明会で

説明していただくと、または、残っている

部分があれば、適切に対処してもらう、そ

こだけでなくて、ほかのところもありませ

んかということで対応してもらうように、

これはお願いしておきます。 

 以上です。 

○野口博委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 物価高騰対策の事

業を決めてきた経緯、経過等についてお答

えいたします。 

 まず、先ほども御説明しましたが、事業

を決めるに当たって、各部局の御意見をお

聞きしております。 

 各部局におかれましては、例えば、医療

福祉系の事業所への支援、これは保健福祉

部等から上がってきたメニューですが、各

部局で実際、事業所から要望等をいただい

た経過がございます。 

 そのような御意見を集め、議論してきた

わけでございます。 

 例えば、令和４年度につきましては、割

引券事業や先ほどの福祉事業所への支援

以外では、飲食店支援グルメクーポン事業

であったりとか、中小企業への直接的な支

援もさせていただきました。 

 その他、公共交通機関への補助金支給も

ございました。 

 あと、学校給食の物価高騰分の支援です

けども、そちらは当初予算で対応してきた

という経過がございます。 

 令和５年度以降につきましても、各部局

の御意見をお聞きしつつ、決定してきた次

第でございます。 

 また、あわせて、コロナのときからです

けども、何度も何度も実施してきたという

ことでございますので、全国的に各自治体

の事例も集まってきております。そういっ

たものを参考にしながら、各部局と議論し

てまいりました。 

 先ほども御説明しましたが、最終的には、

予算査定の中で、必要性とか効果を見なが

ら決定してきたということでございます。 

 以上です。 

○野口博委員長 垣本参事。 

○垣本政策推進課参事 質問番号２番、給

付金に関する質問のうち、プロジェクトチ

ームは実際どうであったかという点につ

いてお答えいたします。 

 委員が御指摘のとおり、兼務職員６名は、

年度末で、どうしても担当課の外せない業

務がございますので、一定、そちらを優先

してもらいつつ、給付金としては正確性、

スピードが重要になってきます。 

 実際、どうであったかということでござ

いますけども、令和５年度の給付金事業と

しましては、初めて実施する給付種別であ

る住民税均等割のみ課税世帯への給付と

いうのと、低所得者の子育て世帯への子ど

も加算給付という複数給付金を同時並行

で実施することになりました。そこは専任

職員が２名、配置していることで、事前準

備の段階から集中的に取り組み、国の通知

や概要資料を整理できたこと、そして、そ

れらを兼務職員と共有して、速やかに制度

の詳細についてすり合わせを行って、でき

るだけ早期に実施要網や様式を策定でき

たこと、また、兼務職員の長所をいかして

役割分担を明確化し、効率的に業務を進め

たこと、そして、何よりも、兼務職員の一

人一人が担当課の業務がある中でも、給付

に遅れが出ないように取り組んでいただ

けたこと、それらのことから、速やかな給

付が開始できたものと考えております。 

 給付時期について、全国の市区町村を見
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ましても、住民税均等割のみ課税世帯の給

付開始は、３月の開始が全体の４３．９％

と最も多く、本市も同じく３月開始であり、

給付の遅れがなかったこと、また、ミスも

なかったことから、プロジェクトチームと

してしっかり機能していたものと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本課長。 

○松本人事課長 質問番号２番のうち、人

事課に係ります部分、派遣となった職員が

所属していた課の負担についてお答えさ

せていただきます。 

 税、情報、あるいは戸籍ほか、それぞれ

の専門的な知識を持った職員が６人、併任

として、給付金業務に従事いただきました。

令和６年１月からの併任で、急な辞令発令

もありまして、併任職員につきまして、給

付金で確認書を発送する３月上旬までの

繁忙期につきましては、それまで担当して

いた欠かすことができない業務は、そちら

を優先してもらいつつ、おおむね半分程度、

給付金業務と元の担当課の業務に従事し

てもらっていました。 

 発送後、基本はリモートを使いながらで

の自席での所属の業務を行ってもらい、必

要に応じて集まるなど、可能な限り負担の

少ない状況での業務となりました。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 パブリックコメン

トに関する御質問にお答えいたします。 

 パブリックコメントを集めるに当たっ

て、まだまだいろんな方法があるのではな

いかとの御質問でございました。 

 まず、閲覧場所につきましては、市役所

本庁のほか、各主要な公共施設、公民館や

図書館、あと、コミプラ、コミセンでござ

います。これにつきましては、どの計画で

あっても、主要な公共施設には配架してい

ただいておりますので、あまり計画によっ

て変わりはないものと考えております。 

 あと、例えば、文化スポーツ課でしたら、

独自に体育施設に配架したりとか、そうい

ったプラスアルファもございます。 

 もっと集める工夫ですけども、例えば、

令和３年度に、新しい提出方法として、Ｌ

ｏＧｏフォームの導入をさせていただき

ました。これを使っていただければ、スピ

ーディーに簡単に意見を提出していただ

けるということでございます。 

 そのほか、令和５年度下半期になります

が、新たにホームページ上にバナーをつけ

まして、そこから直接、パブリックコメン

トのページに飛ぶようになりました。より

見やすくということで、改善をさせていた

だいたところでございます。 

 以上です。 

○野口博委員長 寺田参事。 

○寺田政策推進課参事 ４番目、２回目の

グランドデザインと、公共交通や防災との

連携、それと、住民説明会での内容の、各

回のフィードバックについての御質問に

お答えいたします。 

 まず、公共交通についてですけれども、

令和５年度では、令和６年２月に、摂津市

公共交通協議会に向けた意見交換会が開

催されておりまして、こちらは鳥飼地区ま

ちづくり担当も参加しております。 

 令和６年度からは、本格的に摂津市地域

公共交通協議会が５月と１０月に開催さ

れておりまして、こちらの会にも、鳥飼地

区まちづくり担当が参加しております。 

 鳥飼まちづくりグランドデザインにお

ける公共交通に関する方向性ですけども、

鳥飼地域における各エリアの公共交通の



- 42 - 

 

課題解決には、交通事業者も含め、全市的

に周辺地域と連携しつつ、検討を進めてい

く必要があるとされております。 

 この点も踏まえまして、交通事業者や地

域の関係者に加え、鳥飼地区まちづくり担

当も参画する摂津市地域公共交通協議会

において、鳥飼まちづくりグランドデザイ

ンとの連携も図りながら、摂津市の地域公

共交通計画策定に向けて、意見交換や対話

を進めております。 

 次に、防災との連携についてです。鳥飼

地域の水害については、説明会でも繰り返

し説明させていただいておりますし、水防

センターについては、先ほどの藤浦委員の

答弁でもお答えさせていただいたように、

令和５年度からは防災危機管理課に引き

継いでおります。鳥飼まちづくり担当も検

討の場に参加しながら、障害者からの意見

に基づく避難所のレイアウトや、障害者の

広域避難について検討して、取りまとめを

行っております。 

 最後に、鳥飼まちづくりグランドデザイ

ンの各説明会でいただいた意見の各課へ

のフィードバックについてでございます。

説明会では、地域の喫緊の課題についての

御意見というものも、もちろん出てきます。

その際には、将来予想を具現化していく方

向性に沿って、課題解決に向けて迅速に取

り組むこととしております。 

 グランドデザインの説明会ですけども、

グランドデザインに関係する関係各課の

ほうも出席していただいていることから、

喫緊の課題については、関係機関にも、そ

の場で共有できて、また、その後の対応等

についても、各所管課と連携を密にして対

応しております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本課長。 

○松本人事課長 それでは、質問番号５番、

会計年度任用職員の正規職員化という御

質問であったかと思います。 

 会計年度任用職員と正規職員には、その

役割の違いがございまして、あくまで会計

年度任用職員には、正規職員の補助的な業

務を行ってもらうこととなります。したが

って、業務時間にも、役割にも給与体系に

も差があることになります。 

 例えば、ダブルチェックを正規職員指導

の下で行い、最終確認は正規職員が行って、

起案となって上席に回ります。 

 例えば、福祉でいいますと、相談を受け

たりヒアリングをしたりは、正規職員、会

計年度任用職員、ともに行ったりしますけ

れども、その後の展開といいますか、申請

の受理であるとか、何か決定するとかは正

規職員で行っております。 

 こうしたことから、それぞれの役割をも

って、引き続き、運用を進めてまいります。 

 あと、質問番号６番、相談しやすい環境

かという御質問であろうかと思います。 

 ハラスメントで申し上げますと、令和５

年度より、ハラスメント相談員は、これま

で人権女性政策課の職員だけで構成され

ていましたけれども、外部公益通報に係る

弁護士や、職員組合選出の職員を相談員に

加えて、少しでも間口を広げることに努め

ております。 

 ただ、セクハラ防止対策プロジェクトチ

ームにおきまして、例えば、人事課に相談

へ行くとか、人権女性政策課に相談に行く

ということは、非常にハードルが高いとい

う意見もございました。 

 もちろん、個々によって相談に行く相手

は変わってくるでしょうけれども、そこを

第三者的に、先ほど申しました外部窓口を

設けておりますが、それでも相談しにくい
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場合ということについては、相談の仕組み

がそもそも可能なのかを模索していくこ

とが可能かどうか、考えてまいります。 

 あと、ジェンダー全体の職場における取

組について、人事課に関わります部分をお

答えいたします。 

 各種休暇制度ということで、国どおりと

はいえ、特に正規職員については、実際に

先ほど数字もありましたけども、男性職員

の育休は充実していることからも、その意

義は大きいと思っております。 

 多様性を尊重したダイバーシティなど

の社会構成や、ジェンダーに関する意識が

変わってきていること等、社会が大きく変

わっている中、まだまだ男性中心の組織風

土なのか、育児とキャリアアップを両立で

きる環境の整備なのか、男性の家事・育児

への意識の課題なのか、どういったことが

職場の中で要因かは分かりませんけれど

も、自分自身の傾向を知る目的として、女

性だけではなく、男性も含めて、働きやす

い職場づくり研修を実施しております。 

 こうした研修を通じまして、職場全体で

働きやすい職場環境を整えるとともに、女

性もキャリアアップを考えられる職場づ

くりへの意識づけを行うことで、女性の管

理監督職員の割合の増加につなげていけ

れば、ひいては、給与格差を少しでも埋め

られる要因となってくるのではないかと

考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 末永課長。 

○末永人権女性政策課長 ７番目の人権

女性政策課に関わります取組の部分につ

いてお答えさせていただきます。 

 まず、庁内的には、女性政策推進本部か

ら推薦された職員と公募による女性職員

で構成されています女性政策推進研究会

を立ち上げておりまして、２か年にわたっ

て、労働における男女平等の推進のための

調査や研究を行うものです。そちらの中で、

誰もが働きやすい組織づくりを目指して、

課題解決に向けた取組を２年間にわたっ

て取り組んでいるところですが、ちょうど

今年が折り返しの地点になっております。 

 来年度中に新たな成果物として、また皆

様に御報告することができるかと思って

おります。 

 特に、女性職員が管理職を目指してどう

いう取組をしていくかとか、どういう環境

を整える必要があるのかとか、そういった

ところの意識改革等々の研究を行ってい

るところです。 

 また、一般市民に向けになりますが、こ

ちらは、男女共同参画センターで様々な講

座を行っており、まずは、男性が子育てで

あったりとか、家事に積極的に参加する。

男女が協力して家庭を支えるところに対

し積極的に参加いただけるような講座で

あったりとか、また、女性が雇用されるの

ではなくて、起業するための女性の起業チ

ャレンジということで、こちらは摂津市商

工会の御協力を得ながら、クラウドファン

ディング等を活用した起業の方法を毎年、

センターの講座として実施しているとこ

ろです。 

 ７番目に関しては、以上でございます。 

 そして、８番目のＯｉＴｒ（オイテル）

に関する御質問へのご回答をさせていた

だきます。 

 設置場所を増やす予定があるのかです

が、偶然ですけれども、大阪市内の商業施

設にも、お手洗いにＯｉＴｒ（オイテル）

が積極的に設置されていることを先日、拝

見しました。 

 そういったところもあって、まだコミュ



- 44 - 

 

ニティプラザも今年度に始まったばかり

ですので、どのぐらいの利用があるのかを

分析した上で、今後、必要性を考えていき

たいと思っております。 

 そして、平和に対する施策ですけれども、

御提案いただきましたように、これまでの

体験のまとめであったりとか、何か形に残

るものが必要になってくるのかとも考え

ております。 

 平和都市宣言４０周年を、振り返ってみ

ますと、いろいろな取組をしてきておりま

す。数だけではありませんけれども、中身

のきちんとしたものを来年度、実行できる

ように、今、ちょうど考えているところで

ございます。 

 また、御提示できる時期がまいりました

ら、皆様のほうにぜひ、お伝えさせていた

だいて、御協力もお願いしたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○野口博委員長 大藪課長。 

○大藪消防総務課長 ２回目の、今後の車

両の整備の予定と補助金の増額について

お答えいたします。 

 令和６年度に、正雀分団が車両を更新さ

れております。令和７年度におきましても、

更新を検討している分団が２分団ござい

ます。 

 補助金の増額につきましては、今後の課

題といたしまして、車両整備に係る補助金

額の適正化を考えていく必要がございま

す。 

 平成２８年度に、それまで１００万円で

あった補助金を２５０万円へ引き上げま

した。これは、分団車両整備に係る実質的

な整備経費負担を分団から市に変更する

もので、それまで地域の経費支出に対して、

一部補助といたしていたものを、分団の車

両については、全額、市が経費負担するこ

とと政策決定されたものでございます。 

 分団車両整備を補助金として存続した

理由は、地域によって、その意向と財政力

等でポンプ車や普通車の積載車を所有す

る分団もございます。地域裁量の幅も残し

ながら、本来的な補助金の趣旨も踏まえ、

市は必要最低限の軽消防車両を整備する

に足りる金額を上限といたしまして、補助

金措置することとなりました。 

 その後、令和５年度に補助金を３００万

円に引き上げたものの、近年の物価上昇に

耐えきれず、実勢価格との乖離が生じ、地

域負担が重く、補助金額の引上げを望むと

いう地域からの強い要望もあります。 

 今後、再度の補助金額の引上げを検討し

ていくことを考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 下郡局次長。 

○下郡総合行政委員会事務局次長 質問

番号１１番の、投票状況の分析に関する御

質問にお答えいたします。 

 選挙が終わりますごとに、分析すること

は非常に重要なことであると考えており

ます。 

 令和５年度に実施をされました府知

事・府議選挙に関しましては、一定、期日

前投票の状況などについては分析をさせ

ていただいておるところでございます。 

 例えば、ゆうゆうホール鳥飼西におきま

しては、ゆうゆうホール鳥飼西を利用され

た方のうち、投票区で申しますと第２１投

票区の鳥飼小学校、それから、第２２投票

区の第二中学校、この二つで、８０％を占

められております。 

 また、フォルテ３０１で見てまいります

と、第１投票区の千里丘小学校、あと、第
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２投票区の子育て総合支援センターの遊

戯室、この二つで５６％を占めております。 

 ですので、特定の地域に偏りがあるとい

うところはございます。 

 今後は、幅広く、多くの地域から御利用

いただけるようなことも検討していく必

要があると考えております。 

 また、期日前投票と当日投票、そういっ

た相関性の分析も必要であると考えてお

りますし、委員より御指摘のございました

投票率の高い地域、低い地域、こういった

ところの世帯構成であったり、年齢層であ

ったり、そういった部分を分析していくの

は、今後の投票環境の改善について検討す

る上で、必要なことであると考えておりま

すので、取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ３回目です。 

 政策推進課から、四つ、お答えいただき

ました。 

 臨時交付金で割引券を選択する上で、

様々な意見も聴きながら決めたとのこと

でありますので、それは理解いたしました。 

 また、今後、こういう自治体裁量がある

ような運営について、全体の中から意見を

聴取していただいて、政策決定していただ

きたい。 

 それと、各部署で、市民の皆さんが何を

望んでるかをしっかりアンテナを張って

いただくことも重要だと思います。これは

常にやっておられることだと思いますが、

改めて強調しておきます。 

 給付金事業について御説明いただきま

した。本当に忙しい時期の中で、いろんな

工夫もしていただき、それぞれの職員が

個々の努力も、また、マネジメントをされ

た管理職の方も頑張っていただいて、遅滞

なくやっていただいたところについては、

大変ありがたいことだと思っております。

ありがとうございました。 

 国の事業が突然下りてくるということ

が、コロナの対応であったり、物価高騰で

あったり、もちろん、政治的な思惑等々で

補正予算が決まるのが遅くて、決まったと

思ったらすぐにというものが非常に多く

て、そのしわ寄せが自治体職員のところに

来ると。それが、いろんな部署からプロジ

ェクトチームに派遣していただくことに

よって、また、派遣元の部署でも、いろい

ろ苦労がある。それが、ひいては、ミスで

あったり、市民サービスの低下になってし

まうことは一番あってはいけないことで

あります。そういう意味では、自治体職員

の個々の能力アップ、それから、効率的な

組織体制は重要でありますけども、地方自

治体がこれだけ苦労してるんだというこ

とは、きちんと国にフィードバックしてい

ただく。お金だけでは困るということを言

うていく必要があると思いますので、市長

会等を通し、ぜひ、そんな声も上げていた

だきたいと思います。要望です。 

 パブリックコメントにつきましては、い

ろいろな工夫をしていただいていると、御

説明をいただきました。 

 ＬｏＧｏフォームであったり、ホームペ

ージ等でバナーを張っていただくという

こともしていただいてるかと思います。ぜ

ひ、工夫をしていただきたいということで

要望しておきます。また、置いてある場所

が、それぞれの施設の端っこのほうに立て

かけてあって分からないとか、分厚い計画

書を抜いて、開いて見る場所がないことも

指摘されています。 

 パブリックコメントを募集するのであ
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れば、公共施設の中で意見を記入するコー

ナーとか、そういったものも、それぞれの

閲覧の場所もきちんと確保していただく

努力を、それぞれの計画を策定されている

部署とも相談していただいて、改善を図っ

ていただきたいと思います。 

 それから、それぞれの各計画を策定して

いく過程の中でも、市民意見を聴いたり、

もしくは、皆さんとの交流を図ることの経

過があればあるほど、その計画に対して市

民の皆さんが関心を持ちやすくなる、意見

も出しやすくなると思います。これはパブ

リックコメントは問わずですけど、日常的

な市民の皆さんとの意見交流を図ること

も、また、皆さんの中で協議していただけ

たらありがたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 グランドデザインについてです。 

 このぐらいにしておきますが、市民参加

について、一般質問でも取り上げましたけ

ども、いろいろな属性の方々の意見をこち

らから聞きに行くのは非常に重要だと思

います。 

 いろんな努力をしておられるのもよく

理解しておりますが、例えば、小学生・中

学生、もしくは若い人たち、なかなか若い

人たちとのコンタクトを取りにくいとい

う悩みがありますが、逆に、そういったと

ころに、あえてアンケートを送るなり、も

しくは、そういった若い人たちが集まる学

校などで意見聴取をするということは、も

うぜひ、試していただきたい。 

 北九州市の公園づくりで、どんな公園が

いいか、どんな遊具がいいかと大人に聞く

のも当然あるんですけども、学校に行って、

小学校何年生の子たちにアンケートを取

ってくるのは、非常に生の声として有用だ

とおっしゃっていました。グランドデザイ

ンを進めていく中で、公共交通とか、特に

公園とか、または防災とか、具体的な中身

で市民の皆さんに意見を聴く努力を充実

させていただいて、進めていただきたいと

思いますので、これも要望としておきます。 

 会計年度任用職員につきましては、会計

年度任用職員、正規職員との役割っていう

のは、それぞれ違うかと思います。 

 一方で、会計年度任用職員しかいない、

例えば、学童保育の指導員は、ほとんど正

規の職員がいない分野であります。責任を

持って子供たちの命を守って働いておら

れる。しかも、１年限りで終わることなく、

継続的にその事業は続くわけです。 

 もしくは、相談員、いろんな方との関係

を継続的に、長期的に、信頼関係を結ぶと

いう点で言えば、専門的な役割を果たして

いる会計年度任用職員などの安定的な雇

用について研究していただいて、正規職員

への登用も、そういう制度も考えていただ

きたいと、これもお願いしておきます。 

 公益通報についてです。 

 抽象的な話ではありますが、相談しやす

さは、上司と部下との信頼関係であったり、

事業者と市との信頼関係が非常に重要に

なってくると思います。少なくとも、弱い

立場の方が守られないことがない相談窓

口だということは、いろんな機会を通じて

広げていただきたい。弱い立場の方は、自

分自身に関わってくる問題でありますか

ら、その点、共通認識、我々も自戒の念を

込めまして言いますけども、いろんな相談

事を受けます。そういったことにしっかり

と注力していきたいと思っていますので、

よろしくお願いします。 

 それから、男女の給与格差についてです。 

 非常に抽象的な質問で大変申し訳なか

ったんですけども、一概にこれをやったか
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らって済む話ではありません。しかし、社

会全体、それから、職場全体の中で、男女

の働き方であったり、それから、家事の分

担であったり、社会的な立場の在り方につ

いては、一歩一歩進めていくしかない。そ

のためには、職員の中での研修であったり、

研究であったり、もしくは、啓発事業とし

て、今まで以上に男女共同参画センターで

の活動や講座等、地道にやっていくしかな

いのかと思いますが、ぜひ、期待していき

たいと思います。 

 研究会の成果も期待しておきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 ＯｉＴｒ（オイテル）など、生理用品の

配置について、これも要望としておきます。 

 利用状況がどうかも大事かと思います

けど、基本的には、当たり前の生理現象で

ありますから、当たり前のように、いろん

な場所で置かれていくっていうのが私は

理想だと思います。 

 社会全体にそこにお金を使うのが当た

り前だということにはなり切れてないの

かもしれないんですけど、小さい摂津市だ

からこそ、公共施設に全部置くことを他市

に先駆けてチャレンジしていくのは可能

だと思います。ぜひ、男女共同参画推進計

画の中でも男女平等というものがうたわ

れているわけですので、全庁的な議論につ

なげていっていただきたいということを

申し上げておきます。 

 平和施策についても期待しております

ので、よろしくお願いいたします。 

 消防団につきまして、補助金の拡大も考

えて、検討していくということであります。 

 公務員で地域の安全を守るという使命

を帯びながら、一方で、ボランティア精神

を発揮していただくと。消防団のなり手が

非常に少ないという中で、消防団の車両整

備等に経済的な負担もあることになりま

すと、地元の自治会によっては、経済的な

力の差が生じることもあるかと思います。 

 どこの消防分団でも、整備は最低限のも

のが整えられる環境をつくるのは大事な

ことだと思いますので、前向きには検討し

ていただけたらと思いますので、よろしく

お願いします。 

 選挙についても検討していただくとい

うことですので、具体的な検討をしていた

だいて、場合によったら、狭い投票所は替

えて、ほかと統廃合することもあるのかも

しれません。一方で、ここはもう一つ必要

だということで、新たに新設することも当

然あってしかるべきだと思います。 

 ただ、期日前投票については、ほかの委

員からもいろいろな意見が出されている

ように、投票するという権利を、どこの場

所に住んでいても、公平に、公正に行使で

きる投票環境を整えていただける観点で、

少ない人員体制で大変だと思いますけれ

ども、民主主義の根幹でもありますので、

頑張っていただくようお願いして、私から

の質問を終わります。 

○野口博委員長 安藤委員の質問が終わ

りました。 

 続いて、南野副委員長。 

○南野直司委員 何点か質問させていた

だきますので、よろしくお願いします。 

 まず、１番目でありますけども、決算概

要４２ページになります。 

 職員健康管理事業についてです。 

 令和５年度の取組として、全職員の方を

対象としたストレスチェックを行ってい

ただきました。高ストレスの職員のうち、

医師の面接指導を希望する全員に面接指

導を実施されたということでございます。 

 この高ストレスの職員の面接指導の時
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間を土曜日も対象とすることで、希望者に

より受講しやすい環境となったというこ

とであります。この職員の健康診断を含め

て、受診しやすい環境づくりで工夫された

ことについて、お聞かせください。 

 ２番目、４６ページ、組織課題別能力開

発事業でございます。 

 職員が、自ら受講しやすい内容や講師を

選択できる職員提案型ステップアップ研

修を公募されまして、そして、二つの研修

を実施されました。 

 一つは、事務報告書にも載っておりまし

たけども、行政不服審査、そして、書類の

管理・整理の二つの研修を実施されて、８

３名が参加されたということですけども、

中身について教えてください。 

 それから、４８ページ、３番、４番、５

番は一緒です。 

 １点目は、ホームページ事業についてで

す。 

 市内のイベント情報の可視化など、知り

たい情報にたどり着きやすいホームペー

ジの作成について研究する必要があると。

そして、他市の状況やホームページに対し

ての意見の蓄積などを分析し、ホームペー

ジ自体のリニューアルについても検討し

ていく必要があるということで、２０１８

年にリニューアルされて、６年経過されて、

リニューアルのことについても、令和５年

度、検討されてるのかと思いますけども、

その中身についてお聞かせください。 

 次に、４番目、シティプロモーション推

進事業についてでございます。 

 これも多くの御質問がありましたので、

要望とさせていただこうと思います。イン

スタ隊の皆さんが、インスタグラムで摂津

市の魅力をどんどん発信していただいた

り、＆ｓｅｔｔｓｕを通して、摂津市の魅

力を発信していただくほかにも、様々な魅

力を発信していただいていると思います。

ちょうど来年の４月、ランドセルをリニュ

ーアルされるということで、今、ホームペ

ージにも影だけが映っている状況で掲載

していただいています。これは摂津市が全

国に誇る事業、取組だと思います。こうい

う取組をどんどん発信していただきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

 それと、もう一つは、水みどり課にも質

問しました花いっぱい賞というフォトコ

ンテスト、これは令和５年度にありました。

令和６年度はなかったということで、ぜひ、

やっていただきたいと思います。 

 摂津市は、１４．８７平方キロメートル

のコンパクトなまちで、山も海もなくて、

しかし、川がたくさんあって、そんな中で、

川辺とか信号の街角等で、一生懸命、花の

運動を皆さんしていただいています。そう

いった花を撮っていただいてフォトコン

テストの中で、花いっぱい賞はすごく魅力

があると思いますので、ぜひ、復活させて

いただきまして、摂津市はこんな取組をし

ていることを全国へ発信していただきた

いと思いますので、どうかよろしくお願い

します。これは要望とさせていただきます。 

 ５番目、ふるさと応援寄附金推進事業の

です。 

一つお聞きしたいのが、このふるさと寄

附金の使い道ということで選択していた

だいています。寄附金を頂くときに、１２

項目ありまして、「摂津市制施行６０周年

記念」「住民自治」「都市整備」「上下水道」

「危機管理」「環境」「人権」「福祉」「教育」

「地域経済」「行政経営」あと、「市長にお

まかせ」ということです。どの項目が多い

のか気になりましたので、順位を教えてい

ただければと思います。令和５年度で結構
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です。よろしくお願いします。 

 ６番目、５２ページ、鳥飼まちづくりグ

ランドデザイン推進事業、そして、淀川河

川防災ステーション等整備促進事業です。 

これはもう多くの質問も出ましたので、

要望とさせていただきます。 

 課長から、御答弁の中で、若い世代の方

の意見をというキーワードがありました。

安威川以南の鳥飼地域では、淀川わいわい

ガヤガヤ祭が、毎年、皆さんの手づくりの

下で実施されております。そして、もう一

つは、２月にはセッピィマラソン大会がさ

れますし、もう一つは、大阪銘木フェスタ、

毎年、こういった特徴のある摂津市の銘木

団地をどんと表に出した、コラボしたイベ

ントも実施していただいています。 

 そして、その中で、モノレール南摂津駅

の駅前で、むすんでひらく文化祭というこ

とで、地元の事業者等の御協力をいただい

て、実施されました。このイベントは、ワ

ークショップがあったり、ハンドメイドが

あったりして、若い世代の方がたくさん参

加されて、その中で、アンケートも実施で

きたと認識しております。 

 そして、もう一つのイベントとしては、

淀川クルーズＦＥＳＴＩＶＡＬというこ

とで、船着場の近くで、鳥飼ワン！ぱ～く

ということでイベントを実施されました。

これは、もう１回ぽっきりになるのでしょ

うか。また、次も考えていますということ

になるのか。僕は鳥飼船着場を多くの人に

知っていただく、そして、河川防災ステー

ションはここにできるんだっていうこと

を多くの若い世代の方にも知っていただ

く必要があります。例えばですけども、災

害時におけるキッチンカー等による炊き

出しに関する協定を摂津飲食防災ネット

ワークと締結いただきましたが、最大級の

キッチンカーフェスティバルをここで開

くとかすれば、多くの若い世代の方が参加

するのではないかと思います。 

 鳥飼まちづくりグランドデザインの説

明会であったりは、なかなか参加されない

かもしれませんけども、そういうイベント

には多くの方が参加されますので、そこで

情報を発信していただきたいと思います。

いろんな楽しい仕掛けを考えていただい

て、鳥飼まちづくりグランドデザイン、そ

して、河川防災ステーションを発信してい

ただきたいと思いますので、要望とさせて

いただきます。 

 ７番目、５４ページ、人権啓発推進事業

です。 

学校に配布した花の種子を児童が協力

し、育てる中で、豊かな心を育み、優しさ

と思いやりの心を体得することを目的と

した啓発運動であります。人権の花運動を

別府小学校で実施して、７３名が参加され

たということですけども、中身について教

えてください。 

 同じく人権啓発推進事業の中で、様々な

国籍の市民の方に対応できるように、ＡＩ

通話機を備え付け、庁内各課に貸出しを行

ったということで、コミュニケーションツ

ールになると思うんですけども、この取組

の中身についても、教えてください。 

 ９番目、５６ページの男女共同参画推進

事業です。 

男性が子育てに対して積極的に関われ

るよう、男女共同参画センターで、父親と

乳幼児を対象とした講座を２回、実施され

て、延べ１０名の父親の方が参加されたと

いうことであります。この取組の中身につ

いてもお聞かせください。 

 それから、１０番、６６ページ、選挙管

理委員会運営事業についてでございます。 
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 選挙における投票しやすい環境づくり

と配慮について、令和５年度も検討してい

ただいてると思います。高齢者の方や障害

のある方など、意思疎通が難しい方を手助

けする投票支援カードの導入について検

討されたと思いますけども、進捗状況につ

いてお聞かせください。 

 １１番目、１３２ページ、災害応援等活

動事業です。 

 吹田市の千里北公園で実施されたと認

識しておりますが、陸上自衛隊と合同で図

上研修、視察研修を実施され、摂津市管内

の状況を陸上自衛隊と共有することで、防

災発生時における連携強化を図ることが

できたということで、取組の中身について

お聞かせください。 

 次に、１２番目、消防活動事業です。 

 これは要望とさせていただきます。ウェ

アラブルカメラについて、このカメラは、

現場に出られた隊員の方のヘルメットに

装着されていて、現場の状況が指令センタ

ーのモニターを通じてライブで見れたり、

録画ができると思います。一方で、北大阪

指令センターに視察に行かせていただき

ましたけども、ライブ１１９の取組であり

ます。 

 市民の方には、もうしっかりと協力をい

ただかなあかんということで、こういう映

像通信受信装置があるということで、周知

を今もしていただいていると思います。こ

ういうのがあると多くの方に知っといて

いただければ、通報した市民の方と消防本

部の方とのやり取りが現場でスムーズに

いくのかと思います。 

 映像をＳＮＳで流していただいて、それ

をクリックすると倒れてる方や火事の様

子を映し出し、指令センターで見られると

いう装置やと思います。これはしっかりと

ライブ１１９を宣伝していただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

 最後、消防団活動事業です。 

令和５年度につきましては、１９人の新

入団員を確保されて、計３８８人となった

ということです。本部にも消防団の募集を

していただいておりまして、本当にありが

たいと思っておりますが、年齢の内訳につ

いて、教えていただければと思います。 

 以上で１回目、終わります。 

○野口博委員長 暫時休憩します。 

（午後３時 ５分 休憩） 

（午後３時３１分 再開） 

○野口博委員長 再開します。 

 答弁を求めます。 

 松本課長。 

○松本人事課長 質問番号１番、職員健康

管理事業についてでございます。 

 受診しやすい環境としての工夫として、

ストレスチェックにつきましては委員か

ら御紹介あったとおりでございます。 

 ほかに高ストレスと診断される職員に

対しては、医師の面接の指導を希望する職

員全員に面接指導を行ったほか、本人のプ

ライバシーに配慮して、市役所ではない場

所に面接指導の会場を設置しております。 

 あと全体の定期健康診断でありますけ

れども、定期健康診断は５日間、午前９時

から午後５時まで実施しております。 

 その中で、例えば２４時間勤務者は、 

そのまま受診できる朝９時を優先させて

ほしい、こども園は午睡の時間があるから

午後の時間を希望したい、外部職場は本庁

と異なって待つ場所がないので優先した

時間枠が欲しいなど、時間に関する課題が

ありましたので、中央労働安全衛生委員会

におきまして、少しでも外部職場などを優

先した時間割を決定、導入しております。 
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 結果的に、健診を受けることができる時

間枠が決まったことから、これまで人数が

少なかった午後にも受診者が増えて、受診

者の分散につながっております。 

 あと質問番号２番、職員提案型ステップ

アップ研修における二つの研修の内容に

ついてでございます。 

 一つ目は行政手続及び行政不服審査制

度に係る研修として、行政手続における理

由の提示と不服審査の基礎及び審査請求

の手続について基礎から学ぶ内容となっ

ておりまして、係員を対象としたものでご

ざいます。 

 二つ目は書類の管理・整理研修として、

個人情報を適切に管理することを目的と

しまして、効率的な書類やデータの管理、

整理方法や文書保管の目的、個人情報、公

文書としての取扱い等、組織的情報管理の

ための文書管理について学ぶ内容となっ

ており、こちらは副主査を対象としたもの

となります。 

 いずれも職員が受講したい内容の研修

として応募があり、手が挙がったものでご

ざいまして、職場の課題を認識したことが

動機となっております。こうした積極性や

周りを巻き込む力を伸ばす研修として実

施してまいります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 辻課長。 

○辻広報課長 質問番号３番、ホームペー

ジについてお答えいたします。 

 市公式ホームページにつきましては、平

成３０年３月のリニューアルから令和６

年で６年が経過しております。この間、リ

ニューアルの検討を行ってまいりました

が、フルリニューアルで数千万円、デザイ

ン変更など比較的小規模なリニューアル

にあっても数百万円の予算を必要とする

ことから見送ってまいりました。 

 現在、ホームページ保守運用管理業務委

託のサービス内容にございます、コンテン

ツ保守の範囲内でできますトップページ

レイアウトの配置変更やカテゴリーやペ

ージの構成の見直しを検討している状況

でございます。 

 続きまして、質問番号５番、ふるさと応

援寄附金の使い道の選択状況についてお

答えいたします。 

 令和５年１０月から令和６年９月まで

の期間で、お選びいただいた項目を多いも

のから順に３項目お答えいたします。 

 なお市制施行６０周年記念につきまし

ては、令和６年１０月から掲載したもので

ございます。令和５年は「住民自治」から

「市長におまかせ」までの１１項目でござ

いまして、一番多くございましたのが「市

長におまかせ」でございまして、こちらが

６７％を占めております。続きまして、２

番目が「福祉」でございまして１２％、３

番目は「教育」で１０％となっております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 末永課長。 

○末永人権女性政策課長 ７番目の御質

問にお答えいたします。 

 人権の花運動についてでございます。 

 本市では、人権擁護委員法に基づいて、

法務大臣から委嘱を受けた１１名の人擁

護委員が配置されております。その中で人

権相談への対応や人権意識の高揚に御尽

力をいただいており、その取組の一つとし

て人権の花運動がございます。 

 この取組では、毎年市内の小学校１校を

選出いたしまして、低学年の児童とともに

チューリップの球根の植え付けを行って

おります。児童が協力して花を育てること

で命の尊さを実感し、思いやりの心を育む
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ことを趣旨として行っております。 

 また、球根の植え付けと同時に人権擁護

委員から講話をいただきまして、児童に対

し人権とは何かについて考えてもらうき

っかけとしているところでございます。 

 令和５年度の実施校である別府小学校

の児童からは、その後、人権擁護委員に対

して絵手紙が送られまして、児童おのおの

が花を大切に育てている様子が感じられ

ました。 

 人権意識の高揚を図るには、幼少期から

の人権教育が不可欠であることから重要

な取組の一つであると認識しております。 

 次に、８番目のＡＩの通話機器について

でございます。こちらにつきましては、人

権女性政策課でポケトークというＡＩ通

訳機を保有しております。この機器は日本

語で発した言語を指定した外国語にテキ

ストで変換しまして、翻訳の結果を相手方

に伝えるという仕組みになっています。あ

らかじめ翻訳したい言語を登録しておく

ことで簡単に翻訳ができるというもので

すが、これまで、窓口における対応であっ

たりとか、学校の外国人生徒及び保護者に

対しての対応に貸出しをいたしました。 

 特に、学校現場では長期にわたって御利

用いただいていまして、初めての使用とい

うこともあって、話し方によってはうまく

翻訳ができない部分もあったようですけ

れども、生徒や保護者のコミュニケーショ

ンのツールとして非常に有効に御利用い

ただけたということで、現在では各学校に

ポケトークが配備されています。本庁での

貸出し、人権女性政策課からの貸出しとい

うのは少し減っている状況ではあります

が、有効に活用いただけているという報告

を受けております。 

 そして、男女共同参画センターの父親と

乳幼児を対象にした講座についてお答え

いたします。 

 この講座は父親と子ども、母親と子ども

という組合せに対象を分けまして開催し

ています。子どもルームというのがコミュ

ニティプラザにあるんですけれども、一部

ではお父さんと子どもがそこで遊ぶ時間、

一方で母親は、お父さんと子どもが遊んで

いる間に子育てについての褒め方であっ

たりとか、いろんな子育てのノウハウを学

んでもらうものです。父親対象とうたって

はいるのですが、実際には親子で参加をし

ていただいて、片親ずつ子育てについてい

ろいろ講義をする狙いとなっています。 

 この中で親子で遊びながらスキンシッ

プやコミュニケーションの方法を学んだ

り、父親同士、もしくは母親同士の交流を

通して、男性の家庭参画促進を図っており

ます。 

 講師は男女共同参画センターの推進団

体に加入している子育て支援グループの

方に依頼しております。日頃から活動され

ている中での取組を講座の中に取り込ん

でいただきながら、前向きな子育てをする

ために大切なこと、子どもとの関係づくり、

子どもの困った行動への対応など、子育て

のノウハウを具体的にお話しいただくな

ど、先ほど申し上げたような母が学ぶ時間、

父が学ぶ時間を設けています。 

 実際に子供との触れ合い遊びや絵本の

読み聞かせなど、子どもと関わる遊びのス

キルを学ぶ時間として実施しております。 

 実際に参加された方の御意見、御感想と

しましては、父親と子供だけで参加すると

いう機会がなかなかないということと、父

親同士が交流できる機会が非常に少ない

ので、こういった講座はとても貴重な時間

を過ごせたとのことでございます。この講
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座をきっかけにそれぞれの親同士がまた

さらに交流が持てるような機会になった

のではないかと考えております。 

 また、さらにこれを通じて、父親だけで

なく母親も含めて子育てがスムーズに、ま

た家事にもそういった積極的な取組がつ

ながってほしいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 下郡局次長。 

○下郡総合行政委員会事務局次長 質問

番号１０番、投票支援カード導入について

の御質問にお答えいたします。 

 投票支援カードは、高齢者や障害のある

方など、投票に不安を抱える有権者や、口

頭でのコミュニケーションが苦手な方々

をサポートするためのツールです。 

 このカードに投票所での対応を希望す

る内容を事前に記入いただくことで、投票

受付時には選挙人が求めるサポート内容

を把握することができるため、円滑な投票

を実現するための支援を提供することが

可能となるものでございます。 

 近隣では、箕面市や、先日の衆議院議員

総選挙からは高槻市でも導入されており

ます。 

 本市の現状といたしましては、そうした

事例や実績を参考にしながら、導入に向け

て検討を進めておるところでございます。 

 導入に際しましては、期日前の投票を含

めまして従事者への説明や研修会を行い

まして、円滑な運用ができるよう、環境を

整えてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 角田課長。 

○角田警備企画課長 質問番号１１番、陸

上自衛隊との連携についてのお問いにお

答えいたします。 

 まず、いただきました御質問の中で、吹

田市の千里北公園のお話がございました。

千里北公園において実施いたしました訓

練に関しましては、吹田市の総合防災演習

に消防隊を派遣して、連携の強化を図った

ものでございます。 

 その場におきましても陸上自衛隊が参

加されておりまして、各機関の活動連携を

実施したものでございます。 

 令和５年度に本市独自で実施いたしま

した取組として、陸上自衛隊の中で本市を

管轄していただいておりますのは、兵庫県

伊丹市に駐屯地を構えておられます第３

６普通科連隊の第４中隊でございまして、

有事の際にはこの第４中隊との連携活動

が必須となるものでございます。 

 このため平時から連携を強固なものに

するために、各種の災害発生時において想

定されます本市の被災状況等を認識して

いただくために、防災危機管理課と共同で

研修会の実施や実際に市内の避難所、公共

施設等の巡回、さらに本市にとっては最大

の被災想定でございます水害の対応のた

めに、洪水のおそれがあります安威川や淀

川などの一級河川を視察していただくな

どして、有事の際の活動拠点、活動方法を

共有するなどを実施いたしました。 

 さらに、消防本部の救助部隊と陸上自衛

隊の特殊部隊とが合同で救助訓練を実施

するなど、連携をより強固なものにするた

めに努めているところでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 大藪課長。 

○大藪消防総務課長 それでは、質問番号

１３番、消防団の新入団員の年齢世代の内

訳についての御質問にお答えいたします。 

 令和５年度の新入団員の世代別の内訳

でございますが、１０代が２名、２０代が

３名、３０代が７名、４０代が２名、５０
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代が５名でございます。 

 一般公募を取り入れたことで、幅広い年

齢層からの入団があったものでございま

す。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 南野副委員長。 

○南野直司委員 ありがとうございます。 

 まず、１点目でございます。 

 高ストレスを抱えたその職員の皆さん

への対応、そしてまた、職員健康診断の時

間割の導入等について詳しく課長から御

答弁いただきました。 

 分かりました、ありがとうございます。

引き続きプライバシーにしっかりと配慮

した取組をよろしくお願いします。要望と

させていただきます。 

 それから、２点目です。 

 職員の方が自ら受講したい研修の内容

を公募で研修の中身を決めていくことは

本当にすばらしい取組だと思います。どう

か引き続き拡大をしていただいて、よろし

くお願いします。これも要望とさせていた

だきます。 

 ３点目のホームページのリニューアル

について御答弁いただきました。 

 全てリニューアルしたら物すごい予算

がかかる、現在のホームページのトップペ

ージ等を少し改良してということで分か

りました。 

 私は毎日、市のホームページを開いてお

り、使いやすいとは思っているんですけど

も、ホームページランキングなどで他の自

治体のものを見ておりましたら、ＡＩチャ

ットボットをトップページに入れられて

いる自治体も多くなってきたと思います。

そういった手法を、今のホームページでつ

けられるんであればつけるといいますか、

挿入するといいますか、トップページにで

きるのであればそれもぜひ検討していた

だけたらと思いますので、よろしくお願い

します。要望とさせていただきます。 

 ５点目、ふるさと寄附金の使い道です。 

「市長におまかせ」が６７％と、多かっ

たとのことで、分かりました。 

 もう一つは、今、そんなに多くの自治体

はやっておられないかもしれないですけ

ども、クラウドファンディング型ふるさと

納税ということで実施されている自治体

があります。例えば、摂津市でしたら、淀

川の河川防災ステーションや味生コミュ

ニティセンターを造るという取組、ピンポ

イントに焦点を当てて、クラウドファンデ

ィング型のふるさと納税をしていただく。

そういう手法もいろいろ御検討いただき

まして、今１２項目をやってもらっていま

すけども、そういう形でふるさと納税をし

ていただければもっと機運醸成につなが

るのかと思いますので、よろしくお願いし

ます。これも要望とさせていただきます。 

 ７番目です。 

 これは人権啓発事業の中で、一つはチュ

ーリップの球根の人権の花運動について

詳しく御答弁いただきました。子どもたち

が人権擁護委員の皆さんへ手紙を書いて

いただいたということで、心温まるお話で

ありますけども、他校でもこれから実施を

されていくと思います。また引き続きよろ

しくお願いします。 

 もう一つは、同じ事業の中で、ＡＩの通

話機器をいろいろ活用していることにつ

いて、詳しく御答弁をいただきました。 

 私も外国人の方から御相談いただいた

ことがありまして、日本語を話されるので

通じていると思っていたら、通じていなか

ったということもありました。すごくこれ

は大事な取組だと思いますので、引き続き
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どうかまたよろしくお願いします。多言語

の方の対応で、配慮した取組になると思い

ますので、よろしくお願いします。要望と

させていただきます。 

 ９番目の男女共同参画推進事業の中で、

お父さんの参加ということで、子育てに参

加できていなかった僕がこんな質問する

のは申し訳ないと思っているところであ

りますけども、本当にお父さん同士の交流

にもつながっていくものだと思います。ど

うか拡大をしていただけるように取り組

んでいただきますよう、これも要望とさせ

ていただきます。 

 それから、１０番目の選挙においての高

齢者やハンディキャップをお持ちの方と

の意思疎通が難しい方への手助けとして

の投票支援カードの検討をいろいろして

いただいておると思います。来年もまた参

議院選挙、市議会議員選挙がございますけ

れども、導入できるようにまたよろしくお

願いしたいと思います。もう一つは、視覚

に障害をお持ちの方で、御自身が投票用紙

に候補者名を記入できるよう、記入する部

分がくり抜かれていまして、表面を手で触

ると記入位置を確認することができるツ

ールがあります。そういうツールを導入し

ている自治体もありますので、どうか研究

していただいて、一緒に実施できるように

これも要望とさせていただきますので、よ

ろしくお願いします。 

 それから、１１番目の災害応援等活動事

業の中で詳しく御答弁いただきました。 

 自衛隊の第３６普通科連隊の第４中隊

の皆さんとの連携を図ったということで

す。本当に大きな災害発生時におきまして、

自衛隊の皆さんとの連携は非常に大事だ

と思いますので、今後もどうかよろしくお

願いします。 

 そして、最後に御答弁いただきました消

防団の募集、本部でも実施していただいて

いまして、１０代の方が確か２名とおっし

ゃっていました。それで、うちの正音寺消

防団にも学生の方が申し込みしていただ

いたということで、すごくありがたいと思

っています。本当にありがたい取組だと思

いますので、ぜひ本部でも募集をかけてい

ただきますよう、引き続きよろしくお願い

します。 

 そして、僕も要望したことがあると思う

のですが、吹田市が学生消防団活動認証制

度というのもやっておられますので、研究

していただいて、こういう取組が就職活動

にも役立つということであります。若い方

にも消防団へ入っていただいて、いろいろ

訓練を受けて、そして就職をすればそちら

でも役に立つと思いますので、どうかよろ

しくお願いします。 

 以上で終わります。 

○野口博委員長 南野副委員長の質疑が

終わりました。 

 以上で、認定第１号所管分の審査を終わ

ります。 

 暫時休憩します。 

（午後３時５７分 休憩） 

（午後３時５９分 再開） 

○野口博委員長 再開します。 

 認定第５号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。いかがでしょうか。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 せっかくですので、一つ

聞いておきます。 

 財産区財産で、毎年一部の財産区では収

入がありまして、そのうちの２割相当分が

一般会計に繰入れされています。この２割

が管理費用となっていると思いますが、そ
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の２割はなぜ２割なのかという根拠につ

いてお願いします。 

○野口博委員長 浅田課長。 

○浅田資産活用課長 補助金の２割の根

拠について、御説明いたします。 

 摂津市補助金交付規程に、「元部落有財

産の売却及び賃貸借に係るすべての収入

については、その処分総額の８０％以内を

当該部落に還元することができる」とされ

ております。収益の８０％を財産区にとい

うことで、残り２０％を摂津市の一般会計

に繰り出しているものでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 何度も聞いております

が、市によってこれは１５％であったり、

１０％であったり、２０％であったりとま

ちまちになっています。これはなぜ２０％

になったのかを聞きたいと思います。再度、

こういう理由だから２０％になっていま

すということが分かれば教えてください。 

○野口博委員長 浅田課長。 

○浅田資産活用課長 こちら２０％の理

由といたしましては、先ほどの補助金の交

付規程に規定されているということでご

ざいます。 

 一定の地域の利益と全体の利益が最大

限合致するようにということで、２割とい

うことで一般会計に繰り入れているとい

うことで、それがなぜ２割なのかというこ

とについてはそういった意味合いでござ

います。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 一度もちゃんと答えて

もらったことがないです。何で２０％にな

ったのか聞かせてもらったことはないの

ですけど、まあよしとしておきます。 

○野口博委員長 次は答えられるように

よろしくお願いいたします。 

 以上で質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後４時２分 休憩） 

（午後４時３分 再開） 

○野口博委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 討論なしと認め、採決に

入ります。 

 最初に、認定第１号所管分について、認

定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 賛成多数。 

 よって、本件は認定すべきものと決定い

たしました。 

 続いて、認定第５号について、認定する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。 

 よって、本件は認定すべきものと決定い

たしました。 

 以上で、本委員会を閉会いたします。 

（午後４時４分 閉会） 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り、署名する。 

 

 総務建設常任委員長 野口  博 

 

 

 総務建設常任委員  安藤  薫 


